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はじめに

「SDGs」や「カーボンニュートラル」、「Society5.0」など世界全体で掲げている社会的
なテーマは、各業界の企業や団体だけではなく、学校教育および社会教育の現場において
も取り組みが求められている。
よって、社会教育機関である科学館の科学技術教育においても、これらのテーマは重視
され、青少年を中心に理解増進を図ることが求められており、多くの館で、特別展や企画
展の開催、教育プログラムの開発・実施、Web コンテンツの制作・公開等が行われている。
しかし、「SDGs」をはじめ、これらのテーマは幅広い領域にまたがり、場合によっては
漠然とした内容で掲げられていることもあり、実際にどのような対応をさせていけば良い
か各館で模索している状況にもある。よって、それを考えるための参考となる事例やデー
タが必要であると考える。
また、2020 年から拡大した新型コロナウイルスの影響により、科学館に限らず博物館
の運営において様々な制約や制限を取らなくてはならず、これまでの運営方法や教育手法
が成り立たなくなっている部分も生じている。これについても各館が日本博物館協会のガ
イドラインに準じて、各館独自のガイドラインを作成して、それに基づき運営を行ってい
る。特に来館者とのコミュニケーションを主体とする教育活動においては、模索して試行
錯誤している状況である。制約や制限は緩和の方向に進みつつあるが、これについても参
考となる事例やデータが必要であると考える。
そこで、本調査研究では、国内の科学館の社会的テーマに関する展示やイベントの事例
を調査するとともに、新型コロナ対策として行っているオンラインによるイベントの事例
を調べた。さらに、来館者の社会的テーマについての認識度やオンライン授業の経験度と
いった素養を調査し、その結果も踏まえ教育プログラムを試作し、試行して、実践事例も
示した。

本調査研究を行うにあたり、ご協力いただきました、科学技術館映像シアター「シンラ
ドーム」において上演している「科学ライブショー “ ユニバース ”」の講師の皆様および
運営スタッフの皆様に深謝いたします。また、ご助成いただいた一般財団法人新技術振興
渡辺記念会様に厚く御礼申し上げます。

2023 年 3 月
公益財団法人…日本科学技術振興財団

科学技術館
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1．調査研究の目的

「SDGs」や「カーボンニュートラル」、「Society5.0」など世界全体で掲げている社会的
なテーマは、各業界の企業や団体だけではなく、学校教育および社会教育の現場において
も取り組みが求められている。
科学館は基本的に社会教育機関である。よって、これらのテーマは科学館の科学技術教
育においても重視され、青少年を中心に理解増進を図ることが求められており、多くの館
で、特別展や企画展の開催、教育プログラムの開発・実施、Web コンテンツの制作・公
開等が行われている。
そして、そのような活動を行うための科学館のスタッフ自身のスキル向上、さらには、
科学館としては、このような活動に取り組める、将来の科学技術人材の育成を行うことも
使命となっている。
しかし、新型コロナウイルスの影響により、安全確保のため科学館の運営において様々
な制約が生じており、展示や教育活動においても、オンラインでリアルタイムまたはオン
デマンドによる活動など新たな手法を取る必要が出ており、これらは新型コロナの影響が
ある程度収まっても継続されるものと思われる。
そこで、本調査研究では、このような状況を踏まえて社会的テーマを扱った科学技術教
育の手法を構築するための基礎データを収集することを目的とする。

2．調査研究の内容

本調査研究では以下の内容を実施した。
①社会的テーマへの取り組み及びコロナ対策に関する事例調査
②来館者の素養調査
③教育手法の試行と結果の考察

①科社会的テーマへの取り組み及びコロナ対策に関する事例調査
国内の科学館では、「SDGs」や「カーボンニュートラル」などの社会的なテーマを、展
示や教育活動において取り入れはじめている。例えば、名古屋市科学館では、既存の展示
を活用し、SDGs をテーマにしたワークシートを制作し、学校団体の総合学習の授業など
で利用できるようにしている。そこで、国内の科学館が展示や教育などの活動において、
社会的なテーマについてどのような取り扱いや取り組みを行っているかを、各館の公式ホ
ームページなどから情報を収集し、考察した。
同時に、国内の科学館の新型コロナ対策として実施されたオンラインによる活動の事例
を調査した。2020 年 4 月の最初の緊急事態宣言では、科学館に限らず全国の多くの博物
館が休館となり、その対策としてホームページ上でのバーチャル企画展やオンラインワー
クショップが開催されている。科学技術館においてもバーチャル見学ツアーやオンライン
による科学教室の開催を行っている。本調査研究では、オンラインによる展示やイベント
の実施事例について、各館の公式ホームページなどから情報を収集し、考察した。
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②来館者の素養調査
「SDGs」や「カーボンニュートラル」などは、各種メディアにおいて取り上げられてお
り、青少年においても認知度が高いと思われる。一方、「Society5.0」などは、あまりなじ
みがないものと思われる。科学館が、これらのテーマを扱った展示や教育プログラムを実
施するにあたっては、どのテーマに、どれくらいの認識があるのかを知っておくことが望
ましい。
そこで、アンケート調査により、社会的テーマについての認識度を調査した。
多くの科学館において主な来館者層は、小学生を中心とした青少年である。平日は学校
団体で、休日は友人同士または親に連れられて来館しているケースが多い。その小学生も
新型コロナウイルスの影響により、オンライン授業など学校や学習塾での授業形態が変わ
り、学習に対する意識や経験といった素養が新型コロナ禍以前とは変わってきていると思
われ、これまでの科学館における教育手法が通用しない面も生じる可能性があることがう
かがえる。科学技術館が 2021 年に開催したオンラインワークショップにおいても、参加
者は画面を通した講義に慣れている様子であり、また終了後に行ったアンケート調査でも、
自分の手元にある画面で解説を受けた方がわかりやすいなどの意見もあがり、対面式で行
っていたときには見過ごされていた課題も見えた。そこで、科学技術館の来館者を対象に、
アンケート調査によって来館者の新型コロナ禍での学習方法に対する意識ついて調べた。

③社会的テーマに関する教育手法の試行と結果の考察
本調査研究では、事例調査と素養調査の結果も踏まえた教育手法を提案し、教育プログ
ラムを試作して試行した。
具体的には、当館において、大学教員や研究機関の研究者が講師となり、大学生が運営
補助を行っている映像シアターでの「科学ライブショー」と、スタッフが講師となってい
る「実験ショー」において、社会的なテーマを取り入れた教育プログラムを試作して試行
した。また、各ショーの参加者に終了後にアンケート調査を行い同時に前述の素養調査も
行った。さらに、調査結果を踏まえた手法の教育プログラム（実験ショー）を試作し、試
行し、考察した。
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3．調査研究の結果と考察

3-1．社会的テーマへの取り組み及びコロナ対策に関する事例調査
本調査研究では、科学館の SDGs などの社会的テーマへの取り組みの事例として、関連
する展示やイベントの実施事例について、国内の科学館の公式ホームページに掲載されて
いる情報を調査した。
また、科学館の新型コロナ対策の取り組みの事例として、オンラインによるイベントの
実施事例について、国内の科学館の公式ホームページに掲載されている情報を調査した。

（1）社会的テーマに関する展示・イベントの実施事例
社会的なテーマとして、「SDGs」、「カーボンニュートラル」、「ESG」、「Society5.0」の
4つに焦点を当て、これらの展示やイベントを行っている全国の科学館を調査した。
調査の対象とした施設は
　●　国立・公立または企業や大学により設立された科学館
　●　国立・公立または企業や大学により設立され、科学館に分類すると思われる各種施設
※…「科学館」を自称してはいないが、「全国科学博物館協議会」の加盟館一覧に掲載されている施設、
「全国科学館連携協議会」の加盟館一覧に掲載されている施設、検索エンジン (Google) にて検
索した際に分類が科学館と表示される施設、娯楽施設としてだけではなく学習施設としての側
面を持つ水族館を含む。

※…博物館、美術館、文学館、資料館、記念館などは原則として含まないが、併設されていたり一
部展示に科学館的な役割があったりする場合、調査対象に含む。

とした。
調査の対象とした展示およびイベントは、
　●　各館の常設展示
　●　各館の特別展、企画展、巡回展
　●　各館が主催として実施する講座、講演会、イベント、ワークショップ、クラブ活動など
　●　各館がコロナ禍に於いて制作した映像コンテンツ、オンラインイベント・講座
とした。
ここで、対象の展示やイベントに該当するかの判断基準は以下の通りである。
　●　�展示について、「SDGs」、「カーボンニュートラル」、「ESG」、「Society5.0」という単
語を用いた説明があった場合、対象とする。

　●　�展示について、「SDGs」、「カーボンニュートラル」、「ESG」、「Society5.0」という単
語を用いた説明がなくても、「持続可能な社会」、「ゼロカーボン」、「脱炭素」、「クリ
ーンエネルギー」など、類似の単語を用いた説明があった場合、対象とする。

　●　�特定の単語を用いた説明がなくても、これらを十分に意識した展示や取り組みである
ことが読み取れる場合、対象とする。

　●　�展示名あるいは展示物の説明に「SDGs」、「カーボンニュートラル」、「ESG」、
「Society5.0」という単語を用いられていた場合、表の展示名或いは概要の欄にその単
語を使用し、これらの特定の単語を用いられていなかった場合は、表の展示名或いは
概要の欄にその単語を使用しない。
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　●　…特定の展示に限らず、施設全体で「SDGs」などを意識して展示を展開しているとい
う表明の記載があった場合、展示名は記載しない。

　●　2018 年より前のイベントや企画展については情報が古すぎるため記載しない。

調査の結果を、表 3-1-1 に示す。基準に従い関連すると思われるものは 513 件あったが、
直接的に扱っていると思われるものは 203 件あり、その内「SDGs」が圧倒的に多く 181
件となっている。「SDGs」は単語自体の認知度が高いことと、幅広く目標があり展示やイ
ベントを実施しやすいものと思われる。
内容としては、「SDGs」についてのクイズの巡回展や、「SDGs」関連の情報が得られる
デジタル地球儀など、複数の施設で同じ企画展や同じ展示物が使用されていることがあっ
た。また、「SDGs」のうち、4：質の高い教育をみんなに、6：安全な水とトイレを世界中に、7：
エネルギーをみんなにそしてクリーンに、13：気候変動に具体的な対策を、14：海の豊か
さを守ろう、15：陸の豊かさも守ろう、の目標についての展示が多く、逆に 1：貧困をな
くそう、5：ジェンダー平等を実現しよう、などの目標についての展示はほとんど見られず、
科学館での取り組みとなると、科学館のテーマに合わせて一部の目標についての展示に偏
ってしまう傾向にあると考えられる。
環境問題についての学習施設では、これらの問題についての展示やイベントが多く、電
力会社や発電所が運営するエネルギー館の類の施設では、カーボンニュートラルを含む脱
炭素、新エネルギー関連の展示やイベントが多いなどといったことが見えた。
※調査結果の具体的な内容は、付録 1を参照

表 3-1-1　社会的テーマの展示・イベントの調査結果
テーマ 件数 備　　考

SDGs 181 テーマに偏りがあるが、様々な手法で実施されている。

カーボンニュートラル 16 間接的に触れているイベントも含めればもっと多い。

Society5.0 2 内容ではなく手法として当てはまると思われるもの。

ESG 0 科学館ではテーマにしづらいとも思われる。

（2）オンラインによる教育プログラムなどの実施事例
新型コロナウイルス感染症の拡大により、博物館では運営において様々な制約を受ける
こととなった。特に体験型の展示を主とする科学館においては、休止する展示や体験方法
を制限しての公開する展示などを多くの展示に制約が強いられた。イベントや教育プログ
ラムに関しても対面式では行えず、中止や人数や内容を大きく制限して実施するなど大き
な変更を余儀なくされた。そもそも、新型コロナウイルス感染症が広がり始めた 2020 年
には、多くの館が休館し、その後開館しても予約制による入場制限などを行い、運営ひい
ては経営に大きな影響を与えた。
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そのような状況の中で、新型コロナ対策のひとつの手法として、オンラインによる展示
やイベントなどの活動が実施されるようになった。オンラインによる活動は、従来は来館
しづらかった遠方の人が参加できるという利点もあり、新たな利用者層を獲得できたとい
う面もある。よって、新型コロナがある程度収束してもオンラインによる活動は、規模の
変化はあると思われるが各館で継続される可能性も考えられる。そこで、本調査研究では、
新型コロナ対策として実施された国内の科学館のオンラインによるイベントの事例につい
て調査した。この調査においては、対象とした施設は、国立・公立または企業や大学によ
り設立された科学館に絞り、54 件のイベントの事例について調査した。結果を表 3-1-2 に
示す。

※調査結果の具体的な内容は、付録 2を参照

表 3-1-2
イベントの種類 イベント数 備　　考

天体観測会 16 リアルタイムのオンライン講座も多くあり

講座 12 シリーズ化しているものもあり

展示物紹介 9 常設展や特別展のガイドツアーなど

実験 8 実験の様子を見せるものが主体

工作教室 5 工作レシピを紹介するものが多いが、参加型もあり

その他 4 クイズや工場見学

オンラインのイベントとしては、天体観測会が比較的多く実施されており、月食などの
ライブ配信も行われている。オンラインによる天体観測は科学館側の準備はある程度大掛
かりになる場合が生じるが、参加者の募集や管理などの作業はあるものの、参加者に対す
る事前準備はあまり必要としないことより、比較的実施しやすいものと思われる。講座も
同様であり、シリーズ化してライブ配信しているものも見られる。またアーカイブ映像と
して閲覧できるようになっているものも多い。展示物紹介は、常設展の一部の展示コーナ
ーや特別展などのガイドツアーなどの形式が主体のようである。実験は、実験の様子を見
せる映像コンテンツの配信が主となっていると言える。工作教室は、工作のレシピを紹介
して、工作手順を追っていく映像コンテンツが、参加型も見られる。参加型の場合、工作
材料を事前に参加者に送っておく必要があるなど事前準備に大きく時間を取られる場合が
ある。また、当日の教室の実施においては、参加者各人の工作の進行状況を、画面を通し
て確認しなくてはならず、コントロールが難しい。オンラインでの参加型の工作教室が比
較的少ないのは、その点もあると思われる。
以上、科学館のオンラインによるイベントの事例を見たが、様々な取り組みを行ってお
り、科学館側は運用面でも技術面でも慣れてきていることがうかがえる。
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3-2．来館者の素養調査
本調査研究では、来館者の素養として、まず来館者が「SDGs」や「カーボンニュートラル」
などの社会的テーマについてどれくらいの認識があるかを調べた。さらに、小学生から大
学生に対しては、新型コロナ禍において、学校でオンラインによる授業、タブレットや映
像を活用した授業、他の博物館でのオンラインの教室や講座をどれくらい経験しているか
を調査した。
調査は、本調査研究で毎月 1回試行した「科学ライブショー」において、終了後のアン
ケートにより行った。

（1）来館者の属性
認識の結果について述べる前に、まず回答者の属性について、図 3-2-1 に回答者の性別、
図 3-2-2 に、回答者の年齢層として子どもの学年（1）、大人の年代（2）を示す。
図 3-2-1 より、回答者は男性が 49.2％、女性 50.3％（無回答 0.5％）と男性と女性がほぼ
同じ割合となっていた。

 

り、科学館側は運用面でも技術面でも慣れてきていることがうかがえる。 
 

３３－－２２．．来館者の素養調査 
本調査研究では、来館者の素養として、まず来館者が「SDGs」や「カーボンニュートラ

ル」などの社会的テーマについてどれくらいの認識があるかを調べた。さらに、小学生か

ら大学生に対しては、新型コロナ禍において、学校でオンラインによる授業、タブレット

や映像を活用した授業、他の博物館でのオンラインの教室や講座をどれくらい経験してい

るかを調査した。 
調査は、本調査研究で毎月１回試行した「科学ライブショー」において、終了後のアン

ケートにより行った。 
 
（１）来館者の属性 
認識の結果について述べる前に、まず回答者の属性について、図 3-2-1 に回答者の性別、

図 3-2-2 に、回答者の年齢層として子どもの学年（1）、大人の年代（2）を示す。 
図 3-2-1 より、回答者は男性が 49.2％、女性 50.3％（無回答 0.5％）と男性と女性がほぼ

同じ割合となっていた。 
 

 
図 3-2-1 性別  

 
年齢層については、図 3-2-2 より、子ども（小学生未満～高校生）は、小学生が 70.0%と

最も多く、小学生未満が 21.3%、中学生が 8.8%と続いており、科学技術館の子どもの来館

男性, 49.2%
女性, 50.3%

無回答, 0.5%

図 3-2-1　性別

年齢層については、図 3-2-2 より、子ども（小学生未満～高校生）は、小学生が 70.0%
と最も多く、小学生未満が 21.3%、中学生が 8.8% と続いており、科学技術館の子どもの
来館者層を反映している。大人は、40 代が 49.2% で最も多く、次いで 30 代が 25.4% とな
っており、子どもを連れてきた保護者が主体となっている。
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者層を反映している。大人は、40 代が 49.2%で最も多く、次いで 30 代が 25.4%となって

おり、子どもを連れてきた保護者が主体となっている。 

 
（1） 子ども（学年） 

 

 

（2） 大人（年代） 

小学生未満, 
21.3%

小学生, 70.0%

中学生, 
8.8%

高校生, 0.0%

10代, 0.8%

20代, 
7.4%

30代, 25.4%

40代, 49.2%

50代, 13.1%

60代, 3.3% 無回答, 0.8%

（1）　子ども（学年）

 

者層を反映している。大人は、40 代が 49.2%で最も多く、次いで 30 代が 25.4%となって

おり、子どもを連れてきた保護者が主体となっている。 

 
（1） 子ども（学年） 

 

 

（2） 大人（年代） 

小学生未満, 
21.3%

小学生, 70.0%

中学生, 
8.8%

高校生, 0.0%

10代, 0.8%

20代, 
7.4%

30代, 25.4%

40代, 49.2%

50代, 13.1%

60代, 3.3% 無回答, 0.8%

（2）　大人（年代）

図 3-2-2　年齢増
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（2）社会的テーマについての認識
次に、来館者の社会的なテーマについての認識の結果を示す。社会的なテーマとして、
この数年にメディア等に取り上げられて話題となっている「SDGs」、「カーボンニュート
ラル」、「ESG」、「Society5.0」の 4つについて取り上げた。
アンケートでは、まず「これらの言葉を聞いたことがあるか」質問し、聞いたことがあ
る言葉については、「どこで聞いたか」を質問した。結果を図 3-2-3 から図 3-2-6 に示す。
図 3-2-3 に、「SDGs」の認識について示す。図 3-2-3（1）より、79.4% は「聞いたことが
ある」と答えている。大人だけでなく子ども言葉に関しては認識が高いことがうかがえる。
どこで聞いたかは、図 3-2-3（2）より、「テレビ」が最も多く 25.6% となっており、「イン
ターネット」20.9% と続く。「科学館・博物館」で聞いたのは 10.7% で、「その他」を除いて、
最も少なくなっている。
図 3-2-4 に、「カーボンニュートラル」の認識について示す。図 3-2-4（1）より、「聞い
たことがある」と回答しているのは 62.8% で「SDGs」よりは少し低くなってはいるが、
広く認識されているものと言える。図 3-2-4（2）より、こちらも「テレビ」が 28.2% で最
も多くなっており、次いで「インターネット」が 22.0% となっている。「科学館・博物館」
で聞いたのは 10.2% で「SDGs」と同様の結果となっている。
「SDGs」および「カーボンニュートラル」については、メディア、特に「テレビ」で取
り上げられることが多く、子どもにも言葉が認識されやすい状況になっていることがうか
がえる。
図 3-2-5 に、「ESG」の認識について示す。図 3-2-5（1）より、「SDGs」と「カーボンニ
ュートラル」とは一変して、「聞いたことがない」が 68.3% となっており、大人にもあま
り認識が高くないことがうかがえる。図 3-2-5（2）より、「聞いたことがある」回答者は、「テ
レビ」と「インターネット」から聞いたのがどちらも 21.8% と最も多くなっているが、「学
校／会社」、「新聞・本」も約 20.0% でほぼ差がない。一方、「科学館・博物館」は 5.9% で、
「その他」の 9.9% より低くなっている。
図 3-2-6 に、「Society5.0」の認識について示す。図 3-2-6（1）より、「ESG」と同様に「聞
いたことがない」が 69.3% で最も多くなっており、認識が低いという結果になっている。
どこで聞いたかは「テレビ」、「インターネット」、「新聞・本」が 22.6% で並んでおり、「科
学館・博物館」は 6.0% で最も低くなっている。
「ESG」、「Society5.0」については、「SDGs」、「カーボンニュートラル」に比べ、メディ
ア、特に「テレビ」で取り上げられることが少なく、認識されていないものと思われる。
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（1）「SDGs」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「SDGs」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-3 「SDGs」についての認識 

79.4%

16.6%

4.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

聞いたことがある 聞いたことがない 無回答

SDGs

17.4%

25.6%

20.9%

18.4%

10.7%

7.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

学校/会社 テレビ インターネット 新聞・本 科学館・博物館 その他

SDGs

（1）「SDGs」という言葉を聞いたことがあるか。

 

 
（1）「SDGs」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「SDGs」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-3 「SDGs」についての認識 
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SDGs

17.4%

25.6%

20.9%

18.4%

10.7%

7.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

学校/会社 テレビ インターネット 新聞・本 科学館・博物館 その他

SDGs

（2）「SDGs」という言葉をどこで聞いたか

図 3-2-3　「SDGs」についての認識
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（1）「カーボンニュートラル」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「カーボンニュートラル」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-4 「カーボンニュートラル」についての認識 
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32.7%

4.5%
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10.0%
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50.0%
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70.0%
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カーボンニュートラル

15.5%

28.8%

22.0%

17.4%

10.2%

6.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

学校/会社 テレビ インターネット 新聞・本 科学館・博物館 その他

カーボンニュートラル

（1）「カーボンニュートラル」という言葉を聞いたことがあるか。

 

 
（1）「カーボンニュートラル」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「カーボンニュートラル」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-4 「カーボンニュートラル」についての認識 
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0.0%
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20.0%
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35.0%

学校/会社 テレビ インターネット 新聞・本 科学館・博物館 その他

カーボンニュートラル

（2）「カーボンニュートラル」という言葉をどこで聞いたか

図 3-2-4　「カーボンニュートラル」についての認識
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（1）「ESG」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「ESG」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-5 「ESG」についての認識 
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（1）「ESG」という言葉を聞いたことがあるか。
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（2）「ESG」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-5 「ESG」についての認識 
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（2）「ESG」という言葉をどこで聞いたか

図 3-2-5　「ESG」についての認識
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（1）「Society5.0」という言葉を聞いたことがあるか。 

 

 
（2）「Society5.0」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-6 「Society5.0」についての認識 
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（1）「Society5.0」という言葉を聞いたことがあるか。
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（2）「Society5.0」という言葉をどこで聞いたか 

 
図 3-2-6 「Society5.0」についての認識 
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（2）「Society5.0」という言葉をどこで聞いたか

図 3-2-6　「Society5.0」についての認識
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（3）新型コロナ禍おけるオンライン授業などの経験
アンケートの回答者のうち、小学生から大学生に対しては
　「この 2年間に、オンラインでの授業を受けたことがありますか。」
　「学校で、タブレットを使った授業を行っていますか。」
　「学校で、映像を見て学ぶ授業は多いですか。」
　「他の博物館で、オンラインの教室や講座に参加したことがありますか。」
という質問をし、新型コロナ禍におけるオンライン授業など、ＩＴを活用した学習の経
験度を調べた。結果を図 3-2-7 から図 3-2-10 に示す。
図 3-2-7 に「オンラインでの授業」を受けた経験についての結果を示す。図より、39.0%
が「オンラインでの授業」を「とても」受けていると回答している。「まあまあ」受けて
いるも 14.6% おり、合わせて 53.6% となっている。比較的、「オンラインでの授業」を受
けていることが分かる。一方、「まったく」という回答も 34.1% となっており、アンケー
トのデータから内訳を見ると、小学校の低学年ではあまり受けていないことがうかがえる。
図 3-2-8 に「タブレットを使った授業」の経験についての結果を示す。図より、「とても」
受けているのが 53.7% と半数以上となっている。「まあまあ」12.2%、「あまり」4.9% を合
わせるとて 71.8% となり、約 7割が「タブレットを使った授業」を少なからず経験してい
ることがわかる。
図 3-2-9 に「映像を見て学ぶ授業」の経験についての結果を示す。「とても」が 26.8%、「ま
あまあ」が 22.0%、「あまり」が 19.5%、「まったく」が 24.4% となっており、同じような
割合になっている。学年だけでなく、学校での差異もあると思われる。差異はあるものの、
「とても」、「まあまあ」、「あまり」を合わせれば、49.3% となり、半数近くは少なからず
映像を見て学ぶ授業の経験があるとなっている。
図 3-2-10 に「他の博物館でのオンラインの教室や講座の参加」の経験についての結果
を示す。「とても」が 22.0%、「まあまあ」が 9.8%、「あまり」が 14.6% で、「まったく」が
48.8% と最も多く、半数近くが参加した経験がないと回答している。
3-1 で示した通り、全国の科学館や博物館において、オンラインによる様々な取り組み
をしているが、興味のある人以外には、あまり広く活用されていないのではと推察される。
博物館でのオンラインによる教室や講座は、実施する内容や運営方法によっては、参加者
の事前募集や道具・材料の事前配布、当日の機材等の設定などに非常に手間がかかる場合
もあり、また通信環境などの技術的な面からも定員をはじめとする様々な制約が生じる場
合もあり、実施における様々な課題があることも実情である。

以上、来館者（アンケート回答者）の素養についての調査結果を見てきたが、「SDGs」と「カ
ーボンニュートラル」についての認識は高いこと、それは「テレビ」からの情報によると
ころが大きいこと、児童・生徒・学生は、オンラインやタブレットを使った学習の経験は
比較的高いことがうかがえた。
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図 3-2-7 オンラインでの授業の経験 

 

 
図 3-2-8 タブレット使った授業の経験 
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図 3-2-7　オンラインでの授業の経験
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図 3-2-8　タブレット使った授業の経験
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図 3-2-9 映像を見て学ぶ授業の経験 

 

 
図 3-2-10 他の博物館のオンラインでの教室などへの参加経験 
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3-3．社会的テーマに関する教育手法の試行と結果の考察
（1）現行の教育プログラムにおける試行
事例調査と素養調査の結果も考慮し、科学技術館で現在行っている映像シアターでの「科
学ライブショー」と、展示室での対面式で行う「実験ショー」において、社会的なテーマ
を取り入れた教育プログラムを試行し、評価した。表 3-3-1、図 3-3-1 に概要と様子を示す。

表 3-3-1　試行した教育プログラムの概要
教育プログラム 扱った内容（テーマ） 実施日

科学ライブショー 発電、核融合、宇宙天気予報など
（SDGs、カーボンニュートラル）
電波利用、VR空間など
（Society5.0）

2022：
4/16、4/30、5/28、6/25
7/23、8/13、8/20、9/24
10/22、11/26、12/10
2023：
1/28、2/25、3/11、3/25

実験ショー 超低温、量子コンピュータなど
（カーボンニュートラル、Society5.0）

2022：
4/24、5/7、6/5、7/2、8/7
9/10、10/2、11/12、12/11
2023：
1/7

（1）科学ライブショー （2）実験ショー

図 3-3-1　教育プログラムの様子

「科学ライブショー」および「実験ショー」とも終了後に、参加者にアンケートを行ったが、
その中で、ショーの内容（テーマ）についてはクイズのような形式で質問し、正解してい
るかどうかをもって、内容を理解したかを調べた。各回でテーマが異なることと、回答数
に偏りがあることより、本調査研究では傾向を探ることを主とし、総計によって評価した。
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まず、「科学ライブショー」における結果を図 3-3-2 に示す。「正解」が 75.2% で、「不正解」
が 23.4% となっており、比較的思惑通りに映像による説明の効果をあげているとは思える
が、一方で約 25％が「正解」していないという結果は無視できない点である。アンケー
トの集計データからすると、内容（テーマ）による差が見られる。
次に、「実験ショー」における結果を図 3-3-3 に示す。「正解」が 75.5% で、「不正解」が
21.4% となっており、「科学ライブショー」と同様な結果となっている。「実験ショー」に
おいても、集計データより内容（テーマ）による差異が見られるが、この要因は、主にプ
ログラムの内容構成と説明の仕方によるものが大きいと考える。どちらも伝えたい社会的
なテーマと解説や実験の内容との関連が少し薄かったものと思われる。取り上げた社会的
テーマはどれも漠然とした包括的なものであり、もう少し実例とのつながりをしっかりと
示す必要があったものと思われる。

（2）新規の教育プログラムでの試行
本調査研究では、現行の教育プログラムで試行結果を踏まえて、新規の教育プログラム
を試作し、試行して評価した。試作においては、新型コロナへの対応を踏まえた教育プロ
グラムの手法を検討することもひとつの目的としていた。科学技術館をはじめ科学館は、
体験型の展示が主体となっている。しかし、新型コロナ対策として、映像やセンサ技術な
どを活用した非接触の展示やオンラインなどによる教育プログラムの必要性が高まってい
た。よって、その効果的な手法を探るための基礎データを収集することを重視していた。
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しかし、本調査研究を進めていくうちに社会的な状況が大きく変化してきた。新型コロ
ナへの対策は緩和の方向に向かい、2023 年 3 月には学校をはじめ博物館においてもマス
ク着用が任意となることとなった。さらに、新型コロナウイルス感染症自体が、2023 年 5
月にインフルエンザウイルスによる感染症と同じ 5類に移行することが示された。
そこで、本調査研究では、状況に合わせて新規プログラムの試作の方向性を見直すこと
も考慮し、まず科学館の展示手法に対する来館者の意識を調べることとした。
2月に行ったアンケートにおいて、科学館の展示において「体験型」が望ましいか、「非
接触」が望ましいかを尋ねた。結果を図 3-3-4 に示す。図より、子どもにおいては、「体験
型」が望ましいという回答が 35.5%、「非接触」が望ましいという回答が 32.5% となって
おり、少し「体験型」が上回っている。また「どちらでも」よいという回答も 29.0% と比
較的多くなっている。大人においては、「体験型」が 43.8%、「非接触」が 34.4% となって
おり、「体験型」が望ましいと感じていることがうかがえる。よって、全体としても「体
験型」が、39.7% で「非接触」の 33.3% を上回っており、「どちらでも」の 25.4% を合わ
せれば、65.1% が「非接触」であることにこだわっていないことがうかがえる。
そこで、科学館においてどのような体験を望んでいるかもアンケートにより調べた。結
果を図 3-3-5 に示す。図より、子どもは「体を動かす」体験を最も望んでいることがわかる。
次いで、「誰かと一緒にできる」、「学校の勉強に役立つ」、「音や光を感じる」、「家に帰っ
て役立つ」の 4つが 10.0% で並んでおり、体験方法とともに、学習効果についても望んで
いることがうかがえる。
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大人は、「体を動かす」と「本物を触る」が 15.0% で最も多くなっており、続いて「誰
かと一緒にできる」が 14%となっている。ここからも図 3-3-3 で示されたように、大人は
「非接触」にこだわっていないことがうかがえる。
全体では、「体を動かす」が 12.7% で最も多くなっており、「誰かと一緒にできる」と「音
や光を感じる」が 11.0％で続いている。やはり、科学館ならではの体を使った体験が求め
られており、来館者は、子どもか大人に関わらず、従来通りの意識に戻ってきていること
がうかがえる。
よって、新規に試作する教育プログラムも、新型コロナへの対応を考慮した、オンライ
ンや映像を使った特殊な手法ではなく、従来通りの対面式で行う方が効果を期待できる可
能性が出てきたと考えられる。そこで、新規の教育プログラムについては、SDGs などの
社会的テーマを取り上げることを主体とし、対面式の実験ショーを試作することとした。
前述の通り現行の教育プログラムでの試行では、伝えたい社会的テーマと説明や実験で
示した実例との関係性が弱かったために、理解度がやや低いという結果になっていた。そ
こで新規プログラムでは、社会的なテーマとして「カーボンニュートラル」を取り上げ、
様々な発電方法のしくみをCO2 の排出の関係を示しながら解説し、「カーボンニュートラ
ル」の取り組みについて説明する内容の実験ショーとした。試作した教育プログラムの概
要と試行の様子を、表 3-3-2 と図 3-3-6 に示す。

表 3-3-2　試作した教育プログラムの概要　
手法 内容（テーマ） 内容構成 実施日

実験ショー
（対面式）

発電
（カーボンニュートラル）

　●　発電機のしくみ
　●　水力、火力、原子力、風力の特徴
　（CO2 の排出）

2023
3/12

　

図 3-3-6　試作した教育プログラムの試行の様子

試行の結果を示す前に、実験ショーの参加者の属性について、図 3-3-7 に性別、図 3-3-8
に子どもの学年（1）、大人の年代（2）を示す。
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図 3-3-7 教育プログラムの参加者の性別 
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る。 
図 3-3-8 より、参加者の年齢層は、子どもは「小学生」が 45.8%、「中学生」が 29.2%、

「高校生」が 16.7%となっており、「小学生」が主となってはいるが分散されている。一方、

大人は、保護者の層みられる「40 代」が 52.0%で最も多くなっているが、続いているのは、
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回っている。子どもの「小学生未満」も 8.3%いるので、「20 代」も保護者の可能性も高い

が、いずれにしても「50 代」、「60 代以上」も含めて全体的に幅広い年齢層が参加していた
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かった）という回答が 68.9%となっているが、「まあまあ」という回答が 28.9%となってい

る。ただし、「あまり」と「まったく」は 0.0%であるので、参加者にとってある程度わかり

やすい説明となっていたことがうかがえる。 
続いて、図 3-3-10 に「理解度」の評価について示す。「とても」（理解できた）という回

答が 67.4%で、「まあまあ」も 28.1%となっている。「あまり」、「まったく」が 1.1%とわず

男性, 52.0%

女性, 48.0%

図 3-3-7　教育プログラムの参加者の性別

図 3-3-7 より、参加者の性別は、「男性」が 52.0%、「女性」が 48.0% となっており、ほ
ぼ同じ割合となっている。この結果は 3－ 2で示した素養調査とも同様であり、また過去
の調査結果においても同様の傾向が見られる。科学技術館の来館者層の大きな特徴とも言
える。
図 3-3-8 より、参加者の年齢層は、子どもは「小学生」が 45.8%、「中学生」が 29.2%、

「高校生」が 16.7% となっており、「小学生」が主となってはいるが分散されている。一方、
大人は、保護者の層みられる「40代」が52.0%で最も多くなっているが、続いているのは、「20
代」の 16%で、同じく保護者の層と見られる「30 代」の 12%よりわずかであるが上回っ
ている。子どもの「小学生未満」も 8.3% いるので、「20 代」も保護者の可能性も高いが、
いずれにしても「50 代」、「60 代以上」も含めて全体的に幅広い年齢層が参加していたこ
とがうかがえる。
この属性の結果も踏まえ、試行の結果を示す。終了後のアンケートにより、説明の「分
かりやすさ」、内容の「理解度」、プログラムに対する「満足度」を調べて評価した。
まず、図 3-3-9 に「分かりやすさ」の評価について示す。図より、「とても」（分かりや
すかった）という回答が 68.9% となっているが、「まあまあ」という回答が 28.9% となっ
ている。ただし、「あまり」と「まったく」は 0.0% であるので、参加者にとってある程度
わかりやすい説明となっていたことがうかがえる。
続いて、図 3-3-10 に「理解度」の評価について示す。「とても」（理解できた）という回
答が 67.4% で、「まあまあ」も 28.1% となっている。「あまり」、「まったく」が 1.1% とわ
ずかに出てはいるが、プログラムの内容構成と説明を検討した成果は出たものと思われる。
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かに出てはいるが、プログラムの内容構成と説明を検討した成果は出たものと思われる。 

 
（１）子ども（学年） 

 

 
（２）大人（年代） 

 

小学生未満, 
8.3%

小学生, 45.8%中学生, 29.2%

高校生, 16.7%

20代, 16.0%

30代, 12.0%

40代, 52.0%

50代, 12.0%

60代以上, 
8.0%

（1）子ども（学年）

 

かに出てはいるが、プログラムの内容構成と説明を検討した成果は出たものと思われる。 

 
（１）子ども（学年） 

 

 
（２）大人（年代） 

 

小学生未満, 
8.3%

小学生, 45.8%中学生, 29.2%

高校生, 16.7%

20代, 16.0%

30代, 12.0%

40代, 52.0%

50代, 12.0%

60代以上, 
8.0%

（2）大人（年代）

図 3-3-8　教育プログラムの参加者の年齢層
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図 3-3-8 教育プログラムの参加者の年齢層 

 
図 3-3-9 教育プログラムの分かりやすさ 

 

 
図 3-3-10 教育プログラムの理解度 
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図 3-3-9　教育プログラムの分かりやすさ

 

図 3-3-8 教育プログラムの参加者の年齢層 

 
図 3-3-9 教育プログラムの分かりやすさ 
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理解度

図 3-3-10　教育プログラムの理解度
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図 3-3-11 教育プログラムに対する満足度 

 
最後に、図 3-3-11 に「満足度」の評価を示す。「とても」（満足した）が 68.5%と最も高

くなっているが、「まあまあ」も 23.6%となっており、さらに、「あまり」と「まったく」

も合わせて 5.6%なっている。全体的には高い満足度を得られたと思われるが、「分かりやす

さ」、「理解度」も合わせて検討する余地があると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

68.5%

23.6%

4.5%
1.1% 2.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

とても まあまあ あまり まったく 無回答

満足度

図 3-3-11　教育プログラムに対する満足度

最後に、図 3-3-11 に「満足度」の評価を示す。「とても」（満足した）が 68.5% と最も高
くなっているが、「まあまあ」も 23.6% となっており、さらに、「あまり」と「まったく」
も合わせて 5.6% なっている。全体的には高い満足度を得られたと思われるが、「分かりや
すさ」、「理解度」も合わせて検討する余地があると思われる。
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4．まとめ

以上、各調査の結果と結果についての考察を述べてきたが、改めてまとめて考察する。
科学館での社会的テーマに関する展示やイベントの事例調査では、「SDGs」を取り上げ
た事例が最も多く、次いで「カーボンニュートラル」が多いという結果となった。
「SDGs」については、掲げている目標が幅広い分野にまたがっていることも要因と考え
られるが、来館者の素養調査の結果からも、「SDGs」という言葉を「聞いたことがある」
来館者が約 80%となっており、年齢層に関わらず認知度が高いことも大きく、科学館側
がテーマとして取り上げやすい状況にあるといえる。また、情報源としては「テレビ」と「イ
ンターネット」が主となっていることが示されたが、子どもにおいては「学校」で聞いた
という回答も多くなっており、認知度の高さにつながっていると言える。
「カーボンニュートラル」についても、「SDGs」程ではないが来館者の素養に同様の傾
向が見られた。常設展示や教育プログラムにおいて「発電」や「エネルギー」などをテー
マに扱うことが多い科学館においては、取り上げやすいテーマであると思われる。
科学館の新型コロナ対策の取り組については、オンラインによる展示やイベントなどの
活動の事例調査を行ったが、天体観測会や科学講座のライブ配信や展示紹介の映像コンテ
ンツなど、参加者に対する準備をあまり必要としないプログラムが選ばれ、科学館側の負
担もなるべく抑えることも考慮されていることがうかがえる。
これらの事例調査の結果も随時参考にしながら、社会的テーマを扱った教育プログラム
の試行を行った。本調査研究を開始した 2022 年 4 月においては、小学生から大学生につ
いては、新型コロナ禍でオンラインや映像を活用した授業になれていると想定し、科学技
術館において現在行っている、映像を活用した教育プログラム（映像シアターでの「科学
ライブショー」）と従来の対面式の教育プログラム（展示室での「実験ショー」）での効果
の差異を比較した。結果として両者に差異がない、もしくは映像を活用した方が効果を得
られるという結果が出れば、非接触を考慮できる映像を活用した新規プログラムの試作、
試行をする方針であった。
結果としては、理解度に課題は見られたものの、両者に差異はないとなった。よって、
映像を活用した新規プログラムの検討に入ろうとしたが、2023 年 1 月に入り、社会は新
型コロナウイルス対策を緩和する方向に進みはじめた。
そこで、改めて来館者の新型コロナ対策に対する意識について調査した。展示や教育プ
ログラムの手法として「体験型」が良いか「非接触」が良いかを質問したが、「体験型」
の方が良いという回答が少しうわまわった。さらに「どちらでもよい」という回答も多く
あり、よって安全を考慮して「非接触」に拘るという考えは来館者にはあまりなく、むし
ろ科学館側の方が気にしている状況となっていたと言える。また、来館者への調査より、
科学館では、「体を動かす」体験や「実物に触れる」体験を望んでいることも示された。
よって、新規の教育プログラムは、映像を活用した手法ではなく、従来の対面式の手法
をとることとし、社会的テーマとして「カーボンニュートラル」を取り上げた内容の「実
験ショー」を試作し、試行した。結果として「分かりやすさ」、「理解度」、「満足度」とも
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比較的高い評価を得られたが、漠然とした社会的テーマと具体的な実験内容の関係性を明
確にした内容と説明が必要であることが示された。
本調査研究は、科学館や博物館がこれからの役割として、社会的テーマについて情報発
信し、一般の理解増進を促進することが求められている中で、国内の科学館における実施
事例の現状と、来館者の意識を踏まえて教育プログラムの試作・試行の事例を提示するこ
とを目的としていたが、他の科学館が参考となる事例を示せたものと考える。
ただ、来館者の素養調査の結果でも見られた通り「科学館・博物館」は、社会的テーマ
について情報を得るツールとしてはあまり機能していないことがうかがえた。今後は、本
調査研究の結果を踏まえ、科学館が社会的テーマについて学習できる場となるための在り
方を検討してく。
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Gs

デ
ジ

タ
ル

地
球

儀
を

使
用

し
た

演
示

を
行

い
、

SD
Gs

に
つ

い
て

説
明

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

札
幌

市
下

水
道

科
学

館
北

海
道

下
水

道
の

仕
組

み
を

学
び

、
下

水
道

の
役

割
や

重
要

性
へ

の
理

解
を

促
す

施
設

。
DE

NZ
AI

環
境

科
学

館
北

海
道

環
境

コ
ー

ナ
ー

地
球

環
境

問
題

と
そ

の
解

決
の

た
め

に
今

で
き

る
こ

と
を

紹
介

し
「

PC
B廃

棄
物

」
に

つ
い

て
学

べ
る

展
示

物
。

札
幌

市
水

道
記

念
館

北
海

道
人

と
水

と
の

関
わ

り
や

自
然

環
境

保
護

の
大

切
さ

を
学

ぶ
展

示
。

釧
路

市
こ

ど
も

遊
学

館
北

海
道

く
し

ろ
ガ

イ
ア

ナ
イ

ト
20

22
～

み
ん

な
で

め
ざ

そ
う

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

～
環

境
保

全
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
な

ど
で

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。

わ
っ

か
り

う
む

　
稚

内
市

青
少

年
科

学
館

北
海

道
環

境
展

示
コ

ー
ナ

ー
海

洋
ご

み
問

題
と

SD
Gs

に
つ

い
て

考
え

る
た

め
の

映
像

。

わ
っ

か
り

う
む

　
稚

内
市

青
少

年
科

学
館

北
海

道
急

変
す

る
北

極
が

世
界

に
も

た
ら

す
影

響
と

日
本

の
北

極
研

究
の

取
組

み
地

球
温

暖
化

に
よ

る
海

氷
減

少
や

北
極

域
の

環
境

変
化

の
影

響
、

SD
Gs

に
つ

い
て

の
巡

回
展

。

わ
っ

か
り

う
む

　
稚

内
市

青
少

年
科

学
館

北
海

道
SD

Gs
持

続
可

能
な

開
発

目
標

ク
イ

ズ
ボ

ー
ド

SD
Gs

の
17

の
目

標
の

説
明

と
ク

イ
ズ

の
巡

回
展

。
厚

岸
町

海
事

記
念

館
北

海
道

か
る

た
で

よ
み

と
く

わ
た

し
と

世
界

の
つ

な
が

り
製

品
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

、
SD

Gs
な

ど
暮

ら
し

と
地

球
の

資
源

や
生

態
系

の
関

わ
り

を
か

る
た

で
紹

介
す

る
巡

回
展

。
酪

農
と

乳
の

歴
史

館
北

海
道

「
飢

餓
を

ゼ
ロ

に
」

「
す

べ
て

の
人

に
健

康
と

福
祉

を
」

を
考

え
、

北
海

道
酪

農
発

展
の

歴
史

が
わ

か
る

展
示

。
青

森
県

立
三

沢
航

空
科

学
館

青
森

県
SD

Gs
を

こ
れ

か
ら

の
時

代
を

生
き

る
老

若
男

女
に

知
っ

て
も

ら
う

べ
き

目
標

と
し

て
掲

げ
る

施
設

。
八

戸
市

水
産

科
学

館
マ

リ
エ

ン
ト

青
森

県
マ

リ
エ

ン
ト

「
ち

き
ゅ

う
」

た
ん

け
ん

ク
ラ

ブ
「

海
を

大
切

に
」

の
目

標
を

意
識

し
活

動
す

る
科

学
館

の
ク

ラ
ブ

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
　

あ
し

た
を

お
も

う
森

青
森

県
空

：
フ

ラ
イ

ン
グ

シ
ア

タ
ー

空
を

飛
ぶ

形
で

地
球

の
映

像
を

見
て

、
人

類
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

か
か

わ
り

を
学

べ
る

ス
ク

リ
ー

ン
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

　
あ

し
た

を
お

も
う

森
青

森
県

海
：

オ
ー

シ
ャ

ン
テ

ー
ブ

ル
地

球
温

暖
化

の
影

響
を

受
け

て
い

る
海

の
姿

を
見

て
、

美
し

い
海

を
未

来
に

残
す

方
法

を
考

え
る

コ
ー

ナ
ー

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
　

あ
し

た
を

お
も

う
森

青
森

県
大

地
：

手
の

り
エ

ナ
ジ

ー
天

然
ガ

ス
、

石
油

や
石

炭
な

ど
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
に

つ
い

て
話

を
聞

け
る

展
示

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
　

あ
し

た
を

お
も

う
森

青
森

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

：
発

電
の

し
く

み
電

気
の

し
く

み
を

解
説

す
る

ジ
オ

ラ
マ

と
映

像
を

組
み

合
わ

せ
た

模
型

、
ク

イ
ズ

も
あ

り
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

　
あ

し
た

を
お

も
う

森
青

森
県

ま
ち

：
エ

コ
ラ

イ
フ

の
窓

「
発

電
体

験
ハ

ン
ド

ル
」

を
回

し
な

が
ら

省
エ

ネ
や

エ
コ

ラ
イ

フ
に

つ
い

て
の

ク
イ

ズ
に

答
え

る
展

示
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

　
あ

し
た

を
お

も
う

森
青

森
県

森
：

「
あ

し
た

を
お

も
う

森
」

サ
ミ

ッ
ト

テ
ー

ブ
ル

地
球

環
境

や
未

来
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

と
共

に
話

し
合

い
、

意
見

を
書

き
残

せ
る

展
示

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
　

あ
し

た
を

お
も

う
森

青
森

県
知

の
小

径
地

球
環

境
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
ク

イ
ズ

。
奥

州
宇

宙
遊

学
館

岩
手

県
SD

Gs
(持

続
可

能
な

開
発

目
標

)ク
イ

ズ
ボ

ー
ド

SD
Gs

に
つ

い
て

の
17

問
の

ク
イ

ズ
。
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付
録
１
　
社
会
的
テ
ー
マ
に
関
す
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
例

施
設
名

都
道
府
県

展
示
名

概
要

TD
K歴

史
み
ら
い
館

秋
田
県

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
20
35

風
力
発
電
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
未
来
の
街
の
姿
を
見
ら
れ
る
ジ
オ
ラ
マ
や
CG

。
秋
田
大
学
大
学
院
国
際
資
源
学
研
究
科
附
属
鉱
業

博
物
館

秋
田
県

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
コ
ー
ナ
ー

地
中
熱
利
用
の
エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を
学
習
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
を
体
感
で
き
る
部
屋
。

ス
リ
ー
エ
ム
仙
台
市
科
学
館

宮
城
県

地
球
環
境
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
大
気
と
水
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
映
像
展
示
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

地
球
環
境
を
考
え
よ
う
！

温
室
効
果
ガ
ス
の
モ
デ
ル
実
験
や
環
境
ク
イ
ズ
、
地
球
環
境
や
科
学
関
連
情
報
サ
イ
ト
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

川
を
守
ろ
う
！
森
を
育
て
よ
う
！

CO
2削

減
量
計
算
電
卓
や
ろ
過
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
最
上
川
の
ジ
オ
ラ
マ
、
森
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
の
展
示
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
感
し
よ
う
！

燃
料
電
池
自
動
車
や
ペ
ル
チ
ェ
発
電
実
験
器
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
紹
介
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

小
さ
な
半
導
体
の
大
き
な
役
割

省
電
力
が
進
む
中
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
求
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
効
率
の
高
い
機
器
の
紹
介
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

洗
わ
ず
・
は
が
し
て
・
リ
サ
イ
ク
ル
『
P＆

P食
品
ト
レ
ー
』

節
水
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
に
開
発
し
た
食
品
容
器
の
紹
介
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

人
と
環
境
の
未
来
を
測
る

産
業
用
水
、
公
共
用
水
、
農
業
用
水
な
ど
の
水
質
管
理
に
適
し
た
pＨ

計
・
Ｏ
Ｐ
Ｒ
計
な
ど
の
展
示
。

山
形
県
産
業
科
学
館

山
形
県

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
で
創
る
循
環
型
社
会

温
暖
化
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
エ
ア
バ
ッ
ク
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
紹
介
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

ふ
く
し
ま
の
3.
11
か
ら

東
日
本
大
震
災
の
際
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
の
経
過
や
、
環
境
回
復
へ
の
歩
み
を
振
り
返
る
映
像
や
展
示
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

ふ
く
し
ま
の
環
境
の
い
ま

震
災
か
ら
の
回
復
状
況
、
ご
み
の
排
出
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
な
ど
現
状
の
展
示
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

放
射
線
ラ
ボ

放
射
線
量
や
温
暖
化
影
響
な
ど
の
デ
ー
タ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
で
放
射
線
を
学
べ
る
展
示
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

環
境
創
造
ラ
ボ

ご
み
の
大
量
発
生
や
環
境
破
壊
な
ど
の
解
決
の
鍵
「
循
環
型
社
会
」
を
考
え
る
展
示
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

環
境
創
造
シ
ア
タ
ー

放
射
線
、
福
島
の
自
然
、
海
、
地
球
変
動
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
を
投
影
す
る
シ
ア
タ
ー
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

触
れ
る
地
球

地
球
上
の
様
々
な
出
来
事
に
触
れ
て
SD

Gs
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
で
学
ぶ
”福

島
と
SD

Gs
”

展
示
や
講
話
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
SD

Gs
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

コ
ミ
ュ
タ
ン
SD

Gs
ア
カ
デ
ミ
ア

SD
Gs

の
実
践
的
な
現
場
を
見
学
し
、
意
見
交
換
を
行
い
課
題
解
決
の
糸
口
を
探
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
で
SD

Gs
を
学
ぼ
う
！

SD
Gs

の
概
要
と
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
動
画
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

ゴ
ミ
収
集
の
現
場
か
ら
考
え
る
SD

Gs
ゴ
ミ
収
集
会
社
の
清
掃
員
を
講
師
と
し
て
SD

Gs
に
つ
い
て
学
べ
る
講
演
会
。

コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
　
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟

福
島
県

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
知
ろ
う
！

工
作
実
験
を
通
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
方
法
を
学
ぶ
講
座
。

郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
　
ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク

福
島
県

天
文
学
か
ら
SD

Gs
を
知
ろ
う
！

天
文
学
と
SD

Gs
の
関
わ
り
を
開
設
す
る
親
子
向
け
講
演
会
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

福
島
県

「
海
を
通
し
て
人
と
地
球
の
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
環
境
水
族
館
と
し
て
展
示
を
展
開
。

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

茨
城
県

高
性
能
電
気
自
動
車
「
KA

Z」
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
尚
且
つ
高
性
能
な
電
気
自
動
車
の
展
示
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館

茨
城
県

人
間
と
環
境

茨
城
県
の
自
然
環
境
や
絶
滅
し
た
或
い
は
し
そ
う
な
動
物
、
環
境
を
改
善
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
学
べ
る
展
示
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

パ
ー

ク
茨

城
県

自
然

博
物

館
茨

城
県

毒
を

も
つ

生
き

も
の

た
ち

 -生
き

残
り

を
か

け
た

大
作

戦
！

-
毒

を
も

つ
生

き
も

の
と

人
間

と
の

関
わ

り
を

紹
介

し
生

物
多

様
性

や
SD

Gs
も

学
べ

る
企

画
展

。
食

と
農

の
科

学
館

茨
城

県
食

料
安

定
供

給
、

地
球

環
境

課
題

対
策

な
ど

に
つ

い
て

の
研

究
成

果
を

展
示

。
茨

城
県

霞
ケ

浦
環

境
科

学
セ

ン
タ

ー
茨

城
県

霞
ヶ

浦
の

歴
史

と
暮

ら
し

霞
ヶ

浦
の

成
り

立
ち

や
治

水
や

利
水

の
歴

史
に

関
す

る
映

像
。

茨
城

県
霞

ケ
浦

環
境

科
学

セ
ン

タ
ー

茨
城

県
霞

ヶ
浦

の
生

き
物

た
ち

霞
ヶ

浦
に

す
む

生
き

物
た

ち
と

生
活

や
産

業
と

の
関

わ
り

を
学

べ
る

展
示

。
茨

城
県

霞
ケ

浦
環

境
科

学
セ

ン
タ

ー
茨

城
県

清
ら

か
な

水
を

め
ざ

し
て

生
活

排
水

の
汚

れ
を

減
ら

す
な

ど
家

庭
で

で
き

る
水

質
浄

化
な

ど
を

体
験

的
に

学
べ

る
展

示
。

茨
城

県
霞

ケ
浦

環
境

科
学

セ
ン

タ
ー

茨
城

県
地

球
環

境
を

考
え

る
温

暖
化

や
酸

性
雨

な
ど

地
球

全
体

の
環

境
問

題
、

循
環

型
社

会
を

つ
く

る
た

め
の

取
り

組
み

が
学

べ
る

展
示

。
サ

イ
エ

ン
ス

・
ス

ク
エ

ア
つ

く
ば

茨
城

県
健

康
で

安
全

な
未

来
の

暮
ら

し
を

築
く

た
め

の
技

術
を

紹
介

す
る

コ
ー

ナ
ー

。
サ

イ
エ

ン
ス

・
ス

ク
エ

ア
つ

く
ば

茨
城

県
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

、
太

陽
光

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
人

と
地

球
の

豊
か

な
未

来
の

技
術

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー
。

サ
イ

エ
ン

ス
・

ス
ク

エ
ア

つ
く

ば
茨

城
県

日
本

の
産

業
・

未
来

を
支

え
る

も
の

づ
く

り
の

技
術

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー
。

栃
木

県
子

ど
も

総
合

科
学

館
栃

木
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

科
学

現
代

社
会

と
未

来
を

支
え

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

、
環

境
問

題
な

ど
も

ふ
ま

え
て

考
え

る
展

示
。

栃
木

県
子

ど
も

総
合

科
学

館
栃

木
県

ざ
ぶ

ん
賞

20
年

の
歩

み
×

SD
Gs

大
賞

展
子

ど
も

た
ち

の
SD

Gs
の

取
り

組
み

紹
介

と
表

彰
。

高
崎

市
少

年
科

学
館

群
馬

県
時

空
の

搭
乗

券
（

ボ
ー

デ
ィ

ン
グ

・
パ

ス
）

―
あ

な
た

が
望

む
未

来
は

!?
ギ

リ
シ

ャ
神

話
、

彗
星

、
SD

Gs
や

山
上

碑
の

こ
と

ま
で

学
べ

る
オ

リ
ジ

ナ
ル

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
作

品
。

群
馬

県
立

自
然

史
博

物
館

群
馬

県
か

け
が

え
の

な
い

地
球

環
境

破
壊

に
見

舞
わ

れ
た

美
し

い
地

球
を

守
る

た
め

に
今

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
た

め
の

展
示

。

群
馬

県
立

自
然

史
博

物
館

群
馬

県
ぐ

ん
ま

の
自

然
の

「
い

ま
」

を
伝

え
る

県
内

の
自

然
保

護
や

保
全

、
調

査
に

携
わ

る
団

体
等

の
成

果
を

紹
介

す
る

ポ
ス

タ
ー

、
パ

ネ
ル

な
ど

。

月
夜

野
き

の
こ

園
ぐ

ん
ま

昆
虫

の
森

群
馬

県
第

17
回

企
画

展
「

昆
虫

食
展

」
SD

Gs
を

達
成

す
る

た
め

の
解

決
策

の
一

つ
と

さ
れ

る
昆

虫
食

を
紹

介
す

る
企

画
展

。
月

夜
野

き
の

こ
園

ぐ
ん

ま
昆

虫
の

森
群

馬
県

第
19

回
企

画
展

「
ぐ

ん
ま

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
の

昆
虫

」
絶

滅
危

惧
種

等
の

昆
虫

類
の

パ
ネ

ル
や

標
本

を
使

っ
た

展
示

解
説

。

川
口

市
立

科
学

館
埼

玉
県

サ
イ

エ
ン

ス
ま

つ
り

　
～

科
学

の
秋

！
工

作
の

秋
！

SD
Gs

の
秋

！
～

SD
Gs

に
つ

い
て

の
か

る
た

や
、

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ゴ
ミ

を
使

っ
た

ア
ク

セ
サ

リ
ー

作
り

体
験

。

児
童

館
ヒ

マ
ワ

リ
埼

玉
県

生
物

越
谷

の
野

鳥
や

小
動

物
、

植
物

や
、

食
物

連
鎖

な
ど

に
つ

い
て

学
べ

る
展

示
。

児
童

館
ヒ

マ
ワ

リ
埼

玉
県

環
境

リ
サ

イ
ク

ル
品

の
展

示
や

酸
性

雨
な

ど
の

環
境

問
題

と
生

物
の

関
わ

り
に

つ
い

て
の

展
示

。
児

童
館

ヒ
マ

ワ
リ

埼
玉

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

ク
リ

ー
ン

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
紹

介
映

像
や

自
転

車
で

の
発

電
に

挑
戦

で
き

る
展

示
物

な
ど

。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
SD

Gs
っ

て
な

に
？

　
未

来
の

た
め

に
い

ま
わ

た
し

た
ち

が
で

き
る

こ
と

　
気

象
予

報
士

と
と

も
に

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
考

え
よ

う
SD

Gs
を

学
ぶ

企
画

展
の

う
ち

、
雲

や
雨

の
仕

組
み

を
学

び
、

地
球

温
暖

化
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
SD

Gs
っ

て
な

に
？

　
未

来
の

た
め

に
い

ま
わ

た
し

た
ち

が
で

き
る

こ
と

　
CO

OL
 C

HO
IC

E 
～

地
球

温
暖

化
へ

の
気

づ
き

と
一

人
ひ

と
り

の
行

動
～

　
Cl

im
at

e 
Ch

an
ge

 V
R 

シ
ア

タ
ー

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

の
う

ち
、

地
球

温
暖

化
問

題
に

つ
い

て
、

将
来

の
危

機
を

体
験

で
き

る
VR

シ
ア

タ
ー

。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
SD

Gs
っ

て
な

に
？

　
未

来
の

た
め

に
い

ま
わ

た
し

た
ち

が
で

き
る

こ
と

　
ミ

ラ
ク

ル
の

実
験

LI
VE

　
SD

Gs
っ

て
な

に
？

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

の
う

ち
、

SD
Gs

に
関

連
し

た
実

験
。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
SD

Gs
っ

て
な

に
？

　
未

来
の

た
め

に
い

ま
わ

た
し

た
ち

が
で

き
る

こ
と

　
SD

Gs
ク

イ
ズ

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

SD
Gs

関
連

グ
ッ

ズ
を

ゲ
ッ

ト
し

よ
う

！
SD

Gs
を

学
ぶ

企
画

展
の

う
ち

、
SD

Gs
に

つ
い

て
の

ク
イ

ズ
。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
科

学
の

お
も

し
ろ

さ
を

伝
え

た
く

て
。

SD
Gs

の
目

標
に

あ
る

、
未

来
を

担
う

人
材

育
成

の
た

め
、

小
学

校
に

職
員

を
派

遣
し

行
う

実
験

や
工

作
。

越
谷

市
科

学
技

術
体

験
セ

ン
タ

ー
　

ミ
ラ

ク
ル

埼
玉

県
発

電
か

ら
の

SD
Gs

～
と

こ
と

ん
発

電
体

験
ワ

ー
ル

ド
～

地
球

を
守

る
た

め
に

ど
ん

な
発

電
方

法
が

あ
る

か
考

え
る

実
験

。
埼

玉
県

立
川

の
博

物
館

埼
玉

県
第

１
展

示
室

今
日

の
川

が
抱

え
る

問
題

を
紹

介
す

る
映

像
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

さ
い

た
ま

市
青

少
年

宇
宙

科
学

館
埼

玉
県

「
宇

宙
の

ま
ち

　
さ

い
た

ま
」

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

専
門

性
の

高
い

講
師

に
よ

る
学

び
の

場
を

提
供

し
SD

Gs
の

４
の

目
標

に
貢

献
す

る
取

り
組

み
。

さ
い

た
ま

市
青

少
年

宇
宙

科
学

館
埼

玉
県

宇
宙

開
発

の
疑

似
的

体
験

ロ
ボ

ッ
ト

作
り

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

、
各

研
究

機
関

と
の

連
携

で
SD

Gs
の

9の
目

標
に

貢
献

す
る

取
り

組
み

。
埼

玉
県

森
林

科
学

館
埼

玉
県

森
林

の
す

ば
ら

し
い

働
き

熱
帯

林
の

消
失

や
地

球
温

暖
化

の
問

題
を

と
り

あ
げ

た
ジ

オ
ラ

マ
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

彩
か

ん
か

ん
ド

ー
ム

グ
ロ

ー
バ

ル
な

環
境

問
題

や
、

身
近

な
生

き
物

の
環

境
問

題
を

取
り

上
げ

る
映

像
シ

ア
タ

ー
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

地
球

温
暖

化
の

現
在

（
い

ま
）

地
球

温
暖

化
に

関
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

デ
ー

タ
を

紹
介

す
る

展
示

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
車

か
ら

排
出

さ
れ

る
ガ

ス
の

地
球

へ
の

影
響

を
考

え
る

展
示

物
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

CO
2ダ

イ
エ

ッ
ト

に
挑

戦
二

酸
化

炭
素

削
減

に
つ

な
が

る
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
学

べ
る

ク
イ

ズ
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

季
節

の
食

品
市

場
食

品
の

旬
や

、
フ

ー
ド

マ
イ

レ
ー

ジ
に

つ
い

て
学

べ
る

展
示

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
環

境
に

や
さ

し
い

日
用

品
環

境
に

配
慮

し
て

作
ら

れ
た

日
用

品
と

そ
の

説
明

が
流

れ
る

モ
ニ

タ
ー

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
と

生
き

物
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

地
球

へ
の

影
響

を
考

え
ら

え
る

、
「

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
な

ど
の

展
示

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
ゴ

ミ
の

タ
ワ

ー
ゴ

ミ
の

量
と

処
理

に
つ

い
て

学
習

す
る

コ
ー

ナ
ー

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
水

は
ど

こ
へ

い
く

各
家

庭
の

排
水

マ
ナ

ー
や

水
質

汚
染

に
つ

い
て

学
べ

る
展

示
物

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
暮

ら
し

の
消

費
浪

費
量

体
験

日
々

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
や

ゴ
ミ

の
重

さ
を

体
感

で
き

る
マ

シ
ー

ン
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

、
携

帯
電

話
リ

サ
イ

ク
ル

な
ど

、
色

々
な

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い

て
紹

介
す

る
展

示
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

メ
デ

ィ
ア

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
環

境
問

題
に

つ
い

て
学

べ
る

3択
ク

イ
ズ

を
含

ん
だ

映
像

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
地

球
温

暖
化

図
鑑

地
球

温
暖

化
が

原
因

で
起

こ
っ

て
い

る
世

界
の

様
々

な
被

害
な

ど
を

調
べ

ら
れ

る
図

鑑
の

形
の

展
示

物
。

埼
玉

県
環

境
科

学
国

際
セ

ン
タ

ー
埼

玉
県

あ
な

た
も

地
球

市
民

環
境

に
関

す
る

出
来

事
を

記
し

た
年

表
や

写
真

。
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
埼

玉
の

大
気

環
境

・
埼

玉
の

水
環

境
・

埼
玉

県
の

取
組

残
し

て
お

き
た

い
川

の
風

景
や

人
間

の
活

動
の

環
境

へ
の

影
響

が
分

か
る

写
真

、
映

像
。

さ
い

た
ま

宇
宙

劇
場

埼
玉

県
市

民
と

科
学

・
宇

宙
を

つ
な

ぐ
架

け
橋

～
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

生
解

説
～

SD
Gs

の
4の

目
標

に
貢

献
す

る
、

専
門

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
生

解
説

つ
き

の
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

な
ど

の
取

り
組

み
。

彩
湖

自
然

学
習

セ
ン

タ
ー

埼
玉

県
彩

湖
周

辺
の

貴
重

な
植

物
絶

滅
危

惧
種

な
ど

彩
湖

周
辺

の
動

植
物

に
つ

い
て

の
展

示
。

千
葉

市
科

学
館

千
葉

県
生

活
を

探
る

く
ら

し
の

中
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

か
ら

リ
サ

イ
ク

ル
や

地
球

環
境

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
展

示
。

千
葉

市
科

学
館

千
葉

県
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
「

SD
Gs

か
ら

テ
ー

マ
を

さ
が

す
」

自
由

研
究

の
テ

ー
マ

を
SD

Gs
か

ら
見

つ
け

る
た

め
の

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

。
千

葉
市

科
学

館
千

葉
県

知
る

・
見

る
・

作
る

 エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
方

法
や

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

を
学

ぶ
パ

ネ
ル

展
示

や
足

踏
み

発
電

体
験

。
千

葉
県

立
現

代
産

業
科

学
館

千
葉

県
先

端
技

術
へ

の
招

待
地

球
環

境
を

守
る

技
術

な
ど

産
業

社
会

を
変

え
る

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

や
新

素
材

、
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
展

示
。

港
区

立
み

な
と

科
学

館
東

京
都

SD
Gs

　
燃

料
電

池
を

学
ぼ

う
実

験
器

具
を

使
っ

て
燃

料
電

池
の

仕
組

み
を

学
び

な
が

ら
ラ

ジ
コ

ン
カ

ー
を

操
縦

し
SD

Gs
を

学
ぶ

イ
ベ

ン
ト

。
TE

PI
A 

先
端

技
術

館
東

京
都

プ
ロ

ロ
ー

グ
エ

リ
ア

地
域

間
格

差
、

自
然

災
害

等
の

SD
Gs

の
課

題
に

つ
い

て
、

先
端

技
術

に
よ

る
課

題
解

決
へ

の
貢

献
を

紹
介

す
る

展
示

。
TE

PI
A 

先
端

技
術

館
東

京
都

手
の

ひ
ら

サ
イ

ズ
の

「
体

温
発

電
機

」
体

温
と

外
気

の
温

度
差

を
利

用
し

て
発

電
・

蓄
電

す
る

ク
リ

ー
ン

な
発

電
シ

ス
テ

ム
を

体
験

で
き

る
展

示
物

。
TE

PI
A 

先
端

技
術

館
東

京
都

音
声

で
伝

え
る

着
用

型
の

端
末

「
ダ

イ
ナ

グ
ラ

ス
」

カ
メ

ラ
と

AI
で

周
囲

の
情

景
を

認
識

し
状

況
、

文
字

、
ハ

ザ
ー

ド
を

音
声

に
し

て
利

用
者

に
伝

え
る

機
械

の
紹

介
。

TE
PI

A 
先

端
技

術
館

東
京

都
ハ

イ
パ

ー
ス

ペ
ク

ト
ル

画
像

診
断

技
術

を
用

い
た

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
高

速
な

分
析

手
法

の
開

発
生

態
系

へ
悪

影
響

が
問

題
視

さ
れ

る
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
の

技
術

の
紹

介
。

TE
PI

A 
先

端
技

術
館

東
京

都
ナ

ノ
材

料
を

利
用

し
た

太
陽

熱
に

よ
る

高
効

率
な

水
の

加
熱

災
害

時
や

未
開

発
地

域
で

の
飲

用
水

問
題

に
役

立
つ

太
陽

光
の

み
で

動
作

す
る

ナ
ノ

材
料

を
用

い
た

蒸
留

器
の

展
示

。

TE
PI

A 
先

端
技

術
館

東
京

都
生

分
解

性
と

土
壌

活
性

化
に

優
れ

た
和

紙
繊

維
「

キ
ュ

ア
テ

ッ
ク

ス
®」

多
孔

質
構

造
と

生
分

解
性

に
よ

り
、

焼
却

せ
ず

に
土

壌
微

生
物

に
分

解
さ

れ
る

天
然

繊
維

10
0%

の
素

材
の

展
示

。

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

シ
ロ

ナ
ガ

ス
ク

ジ
ラ

の
赤

ち
ゃ

ん
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
　

－
特

別
展

「
大

哺
乳

類
展

２
」

関
連

企
画

で
、

SD
Gs

に
つ

い
て

の
講

演
会

。

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

環
境

に
や

さ
し

い
化

学
を

め
ざ

し
て

地
球

環
境

を
良

好
に

保
ち

な
が

ら
発

展
し

て
い

く
循

環
型

社
会

を
目

指
し

た
取

り
組

み
紹

介
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

海
洋

生
物

の
多

様
性

多
様

な
海

洋
生

物
の

進
化

や
関

わ
り

合
い

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー
。

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

陸
上

生
物

の
多

様
性

多
様

な
陸

上
生

物
の

進
化

や
関

わ
り

合
い

を
紹

介
す

る
コ

ー
ナ

ー
。

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

生
物

多
様

性
の

保
全

絶
滅

危
惧

種
や

生
物

多
様

性
保

全
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

の
展

示
。

が
す

て
な

ー
に

ガ
ス

の
科

学
館

東
京

都
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
防

災
な

ど
様

々
な

観
点

か
ら

SD
Gs

の
課

題
解

決
に

貢
献

で
き

る
技

術
や

取
り

組
み

を
紹

介
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
夏

休
み

SD
Gs

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

「
絶

滅
危

惧
種

に
つ

い
て

学
ぼ

う
！

」
射

的
ゲ

ー
ム

や
ク

イ
ズ

を
を

行
い

な
が

ら
、

絶
滅

危
惧

種
に

つ
い

て
そ

の
原

因
を

学
ぶ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
夏

休
み

SD
Gs

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

「
海

の
豊

か
さ

を
守

ろ
う

、
知

ろ
う

！
」

海
の

現
状

や
サ

ス
テ

ィ
ナ

ブ
ル

シ
ー

フ
ー

ド
に

つ
い

て
学

ぶ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
夏

休
み

SD
Gs

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

「
SD

Gs
っ

て
何

だ
ろ

う
？

」
SD

Gs
の

17
の

ゴ
ー

ル
に

つ
い

て
ク

イ
ズ

を
交

え
な

が
ら

学
ぶ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
SD

Gs
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
SD

Gs
す

ご
ろ

く
 ゴ

ー
・

ゴ
ー

ル
ズ

！
」

す
ご

ろ
く

を
体

験
し

な
が

ら
、

SD
Gs

の
17

の
ゴ

ー
ル

に
つ

い
て

目
標

や
内

容
を

知
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
SD

Gs
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
地

球
温

暖
化

か
ら

シ
ロ

ク
マ

を
救

え
！

」
ゲ

ー
ム

を
通

じ
て

、
シ

ロ
ク

マ
や

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
知

り
、

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
展

示
室

SD
Gs

に
関

す
る

基
本

的
な

情
報

や
、

持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
貢

献
す

る
事

業
活

動
を

紹
介

。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
SD

Gs
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

　
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

の
大

切
さ

を
一

緒
に

学
ぼ

う
！

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い

て
学

べ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
の

動
画

。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
環

境
ビ

ジ
ネ

ス
セ

ミ
ナ

ー
　

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

最
前

線
～

進
化

す
る

く
ら

し
・

街
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
～

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
つ

い
て

学
べ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
動

画
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
SD

Gs
セ

ミ
ナ

ー
　

『
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
』

の
取

り
組

み
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

つ
い

て
学

べ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
の

動
画

。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
緒

方
湊

く
ん

と
SD

Gs
を

学
ぼ

う
～

廃
棄

さ
れ

る
野

菜
で

紙
を

つ
く

っ
て

み
よ

う
～

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

の
う

ち
、

フ
ー

ド
ロ

ス
の

な
く

し
方

を
学

び
廃

棄
予

定
の

野
菜

を
使

っ
た

紙
作

り
体

験
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
さ

わ
っ

て
学

ぶ
SD

Gs
キ

ッ
ト

 ～
こ

れ
ま

で
に

な
い

体
験

で
SD

Gs
を

学
ぶ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
～

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

の
う

ち
、

疑
問

と
思

考
の

プ
ロ

セ
ス

に
触

れ
な

が
ら

学
ぶ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
GG

J T
ok

yo
Ba

y 2
02

1～
世

界
レ

ベ
ル

の
デ

ザ
イ

ン
手

法
で

挑
む

2日
間

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

～
SD

Gs
を

学
ぶ

企
画

展
の

う
ち

、
学

生
チ

ー
ム

で
問

題
の

解
決

策
を

作
り

上
げ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

東
京

東
京

都
SD

Gs
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

？
（

展
示

）
～

SD
Gs

の
基

本
が

学
べ

る
展

示
コ

ー
ナ

ー
～

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

の
う

ち
、

SD
Gs

に
関

す
る

基
本

的
な

情
報

を
紹

介
す

る
展

示
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

Ge
o-

Sc
op

e 
ジ

オ
・

ス
コ

ー
プ

生
物

の
生

態
の

季
節

変
化

、
気

候
変

動
、

地
球

環
境

の
未

来
予

測
な

ど
の

デ
ー

タ
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
展

示
物

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
Ge

o-
Pa

le
tte

 ジ
オ

・
パ

レ
ッ

ト
世

界
の

国
々

や
地

域
の

情
報

か
ら

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

世
界

地
図

を
描

き
、

地
球

環
境

や
人

間
活

動
を

学
べ

る
展

示
物

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
未

来
逆

算
思

考
50

年
後

に
暮

ら
す

子
孫

た
ち

に
ど

ん
な

地
球

を
贈

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

ゲ
ー

ム
形

式
で

体
験

す
る

展
示

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
地

球
環

境
と

わ
た

し
循

環
す

る
も

の
づ

く
り

や
、

循
環

を
乱

さ
な

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

現
方

法
な

ど
を

紹
介

す
る

展
示

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
ぼ

く
と

み
ん

な
と

そ
し

て
き

み
ー

未
来

を
つ

く
り

だ
す

ち
か

ら
他

者
と

関
わ

り
を

も
っ

て
し

ま
う

人
間

の
性

質
や

社
会

と
の

関
わ

り
合

い
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

展
示

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
つ

な
が

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
者

と
連

携
し

SD
Gs

の
達

成
に

必
要

な
市

民
の

グ
ロ

ー
バ

ル
・

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

へ
の

関
与

を
促

す
取

り
組

み
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

Pi
ct

ur
e 

Ha
pp

in
es

s o
n 

Ea
rth

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

海
外

の
中

高
生

と
日

本
の

女
子

中
高

生
が

SD
Gs

達
成

へ
の

示
唆

に
富

ん
だ

映
像

作
品

を
作

る
取

り
組

み
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

環
境

教
育

教
材

『
ち

き
ゅ

う
を

み
つ

め
て

』
SD

Gs
の

達
成

に
必

要
な

基
本

的
な

考
え

方
を

学
べ

る
教

育
関

係
者

向
け

の
環

境
教

育
教

材
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

SD
Gs

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「

気
候

変
動

か
ら

世
界

を
守

れ
！

」
SD

Gs
の

目
標

の
一

つ
「

気
候

変
動

に
具

体
的

な
対

策
を

」
が

テ
ー

マ
の

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

形
式

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

が
取

材
・

執
筆

「
SD

Gs
リ

レ
ー

ブ
ロ

グ
」

科
学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

が
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
取

り
組

む
研

究
者

や
留

学
生

を
取

材
し

た
記

事
の

連
載

。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

SD
Gs

関
連

教
材

「
わ

た
し

と
世

界
の

つ
な

が
り

　
か

る
た

」
SD

Gs
の

目
標

の
一

つ
「

つ
く

る
責

任
　

つ
か

う
責

任
」

を
主

な
テ

ー
マ

の
か

る
た

の
デ

ー
タ

を
教

育
関

係
者

に
提

供
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

教
育

関
係

者
向

け
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

会
「

授
業

に
活

か
そ

う
！

SD
Gs

の
話

題
と

学
校

向
け

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ご
紹

介
」

SD
Gs

に
つ

い
て

国
内

外
の

教
育

現
場

に
お

け
る

実
践

事
例

、
SD

Gs
達

成
に

貢
献

す
る

身
近

な
科

学
技

術
の

紹
介

。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

ど
う

す
る

！
？

エ
ネ

ル
ギ

ー
大

転
換

持
続

可
能

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
へ

の
転

換
を

目
指

し
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
未

来
に

つ
い

て
考

え
る

企
画

展
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

ミ
ニ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
日

本
と

ド
イ

ツ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
 –

政
策

・
認

識
・

実
践

」
エ

ネ
ル

ギ
ー

転
換

に
関

す
る

日
本

と
ド

イ
ツ

両
国

の
技

術
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と

社
会

問
題

に
つ

い
て

の
講

義
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

「
今

か
ら

始
め

る
！

『
エ

ネ
ル

ギ
ー

大
転

換
』

～
電

気
・

家
・

車
の

選
択

～
」

エ
ネ

ル
ギ

ー
転

換
を

進
め

る
た

め
の

大
事

な
視

点
を

専
門

家
と

と
も

に
考

え
る

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

知
能

ロ
ボ

ッ
ト

と
暮

ら
す

未
来

に
は

ど
ん

な
ル

ー
ル

が
必

要
で

す
か

？
対

話
知

能
学

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

×
日

本
科

学
未

来
館

So
cie

ty
5.

0の
実

現
に

欠
か

せ
な

い
AI

技
術

を
利

用
し

た
ロ

ボ
ッ

ト
と

の
共

生
社

会
を

考
え

る
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

バ
ー

チ
ャ

ル
な

キ
ャ

ラ
に

「
権

利
」

は
必

要
？

対
話

知
能

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
×

日
本

科
学

未
来

館
 vo

l.2
So

cie
ty

5.
0の

実
現

に
欠

か
せ

な
い

AI
技

術
を

利
用

し
た

バ
ー

チ
ャ

ル
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

権
利

を
考

え
る

セ
ッ

シ
ョ

ン
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

ロ
ボ

ッ
ト

と
動

物
の

「
境

界
」

は
ど

こ
？

対
話

知
能

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
×

日
本

科
学

未
来

館
 vo

l.3
So

cie
ty

5.
0の

実
現

に
欠

か
せ

な
い

AI
技

術
を

利
用

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

と
動

物
の

法
律

上
の

境
界

を
考

え
る

セ
ッ

シ
ョ

ン
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

温
か

さ
っ

て
な

に
?～

機
械

と
人

の
温

か
さ

を
考

え
る

オ
ン

ラ
イ

ン
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

～
So

cie
ty

5.
0の

実
現

に
欠

か
せ

な
い

AI
や

ロ
ボ

ッ
ト

に
温

か
さ

を
持

た
せ

る
方

法
を

探
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

AI
を

つ
く

っ
て

み
よ

う
！

 君
な

ら
ど

ん
な

音
を

知
り

た
い

？
So

cie
ty

5.
0の

実
現

に
欠

か
せ

な
い

AI
技

術
を

活
用

し
AI

で
課

題
解

決
が

で
き

る
よ

う
に

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
日

本
科

学
未

来
館

東
京

都
On

te
nn

aで
未

来
館

の
音

を
感

じ
よ

う
So

cie
ty

5.
0の

実
現

に
欠

か
せ

な
い

AI
技

術
を

利
用

し
音

を
聞

く
と

ど
う

な
る

か
を

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
目

黒
寄

生
虫

館
東

京
都

人
体

に
関

わ
る

寄
生

虫
寄

生
虫

病
に

苦
し

む
国

や
地

域
の

厳
し

い
現

実
へ

の
意

識
を

高
め

る
よ

う
促

す
展

示
。

サ
ン

シ
ャ

イ
ン

水
族

館
東

京
都

サ
ン

ゴ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
海

洋
生

物
保

護
を

考
え

る
質

の
高

い
教

育
を

提
供

し
SD

Gs
の

目
標

に
貢

献
す

る
ガ

イ
ド

ツ
ア

ー
、

講
演

会
な

ど
。

サ
ン

シ
ャ

イ
ン

水
族

館
東

京
都

サ
ン

ゴ
礁

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

海
洋

資
源

を
保

全
す

る
た

め
サ

ン
ゴ

の
DN

Aを
保

管
し

育
成

し
SD

Gs
の

目
標

に
貢

献
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

こ
ど

も
科

学
セ

ン
タ

ー
　

ハ
チ

ラ
ボ

東
京

都
燃

料
電

池
っ

て
何

だ
ろ

う
？

燃
料

電
池

を
使

っ
た

実
験

を
行

い
、

SD
Gs

に
つ

い
て

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
東

京
都

水
の

科
学

館
東

京
都

ア
ク

ア
・

フ
ォ

レ
ス

ト
　

森
を

探
検

！
水

の
ふ

る
さ

と
森

、
自

然
の

大
切

さ
と

水
の

大
切

さ
を

学
べ

る
映

像
や

ク
イ

ズ
の

展
示

。
東

京
都

虹
の

下
水

道
館

東
京

都
レ

イ
ン

ボ
ー

シ
ネ

マ
水

の
大

切
さ

や
下

水
道

の
役

割
、

下
水

道
の

仕
事

に
つ

い
て

の
シ

ョ
ー

ト
ム

ー
ビ

ー
。

東
京

都
虹

の
下

水
道

館
東

京
都

SD
Gs

×
下

水
道

『
ミ

ラ
イ

の
下

水
道

』
イ

ラ
ス

ト
コ

ン
ク

ー
ル

下
水

道
が

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

に
果

た
す

役
割

と
SD

Gs
へ

の
貢

献
を

実
感

す
る

イ
ラ

ス
ト

コ
ン

ク
ー

ル
。

国
立

極
地

研
究

所
　

南
極

・
北

極
科

学
館

東
京

都
大

気
・

氷
　

­地
球

環
境

を
探

る
­

氷
床

や
海

氷
へ

の
人

間
活

動
の

影
響

を
考

え
れ

る
展

示
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
地

熱
発

電
持

続
可

能
な

未
来

の
た

め
に

CO
2の

排
出

が
極

め
て

少
な

い
地

熱
発

電
に

つ
い

て
解

説
し

た
展

示
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
ハ

ツ
デ

ン
ト

ラ
イ

回
転

運
動

、
化

学
反

応
、

半
導

体
の

発
電

方
法

を
体

験
し

な
が

ら
学

べ
る

展
示

物
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
デ

ジ
タ

ル
変

電
所

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

系
統

へ
の

流
入

増
大

に
よ

る
ト

ラ
ブ

ル
を

解
決

す
る

Io
T技

術
を

紹
介

す
る

展
示

。
東

芝
未

来
科

学
館

神
奈

川
県

消
え

る
プ

リ
ン

ト
「

Lo
op

s」
熱

を
加

え
る

と
色

が
見

え
な

く
な

る
ト

ナ
ー

の
仕

組
み

と
ペ

ー
パ

ー
リ

ユ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
の

構
成

を
紹

介
す

る
展

示
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
太

陽
光

発
電

快
適

さ
と

省
エ

ネ
を

両
立

す
う

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
を

紹
介

す
る

展
示

。
東

芝
未

来
科

学
館

神
奈

川
県

ビ
ル

タ
ッ

チ
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
と

照
明

＆
空

調
の

二
つ

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

省
エ

ネ
を

目
指

し
な

が
ら

最
新

技
術

に
触

れ
る

展
示

。
東

芝
未

来
科

学
館

神
奈

川
県

風
力

発
電

VS
水

力
発

電
実

験
を

通
し

て
風

力
発

電
と

水
力

発
電

の
良

さ
と

課
題

に
つ

い
て

考
え

る
サ

イ
エ

ン
ス

シ
ョ

ー
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
未

来
の

地
球

を
考

え
よ

う
！

～
み

ん
な

の
SD

Gs
ア

ク
シ

ョ
ン

～
！

ビ
ン

ゴ
形

式
の

ク
イ

ズ
ラ

リ
ー

な
ど

で
SD

Gs
に

つ
い

て
学

び
SD

Gs
へ

の
理

解
を

深
め

る
イ

ベ
ン

ト
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
エ

コ
ロ

紙
（

ジ
）

ー
！

　
紙

か
ら

エ
コ

を
考

え
よ

う
再

利
用

で
き

る
紙

を
使

っ
て

塗
り

絵
や

折
り

紙
を

し
て

エ
コ

に
つ

い
て

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県
ま

な
ぼ

う
！

あ
そ

ぼ
う

！
CO

OL
 C

HO
IC

Eひ
ろ

ば
『

燃
料

電
池

っ
て

な
あ

に
？

』
燃

料
電

池
を

使
っ

た
実

験
の

ラ
イ

ブ
配

信
動

画
。

神
奈

川
県

立
生

命
の

星
・

地
球

博
物

館
神

奈
川

県
人

と
自

然
の

か
か

わ
り

神
奈

川
の

自
然

環
境

と
生

物
た

ち
を

知
り

、
人

間
が

自
然

に
及

ぼ
す

影
響

を
探

る
展

示
。

神
奈

川
県

立
生

命
の

星
・

地
球

博
物

館
神

奈
川

県
地

球
は

い
ま

人
類

の
活

動
が

大
気

、
水

、
地

表
な

ど
自

然
環

境
に

大
き

な
変

化
を

与
え

存
在

を
脅

か
す

現
状

の
展

示
。

神
奈

川
県

立
生

命
の

星
・

地
球

博
物

館
神

奈
川

県
地

球
と

生
命

多
様

な
す

べ
て

の
生

き
物

と
「

共
に

生
き

る
」

た
め

に
今

人
間

は
ど

う
す

べ
き

か
考

え
る

写
真

な
ど

の
展

示
。

新
江

ノ
島

水
族

館
神

奈
川

県
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

各
種

エ
コ

イ
ベ

ン
ト

な
ど

で
SD

Gs
の

目
標

達
成

を
目

指
す

取
り

組
み

。
新

江
ノ

島
水

族
館

神
奈

川
県

エ
コ

ロ
ジ

ー
多

様
な

生
物

を
研

究
・

展
示

し
、

生
物

や
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
場

も
提

供
し

SD
Gs

の
目

標
達

成
を

目
指

す
取

り
組

み
。

相
模

原
市

立
博

物
館

神
奈

川
県

ま
ち

の
変

貌
首

都
東

京
と

そ
の

周
辺

へ
の

人
口

や
工

場
の

集
中

に
伴

う
、

自
然

環
境

の
変

化
に

つ
い

て
の

展
示

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
「

三
菱

重
工

グ
ル

ー
プ

は
た

ら
く

の
り

も
の

展
」

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

付
き

み
ん

な
で

一
緒

に
オ

ン
ラ

イ
ン

勉
強

会
！

街
で

活
躍

す
る

「
は

た
ら

く
の

り
も

の
」

と
SD

Gs
へ

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

ク
イ

ズ
な

ど
の

オ
ン

ラ
イ

ン
勉

強
会

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
M

M
キ

ッ
ズ

み
ら

い
塾

 学
研

ま
ん

が
で

学
ぼ

う
！

 エ
ネ

ル
ギ

ー
と

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

SD
Gs

や
ク

リ
ー

ン
な

発
電

に
つ

い
て

学
ぶ

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
会

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
特

別
イ

ベ
ン

ト
「

み
ん

な
で

学
ぼ

う
！

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

－
CO

2を
プ

ラ
ス

マ
イ

ナ
ス

ゼ
ロ

－
」

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
つ

い
て

、
ク

イ
ズ

や
実

験
を

交
え

て
紹

介
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
M

M
キ

ッ
ズ

み
ら

い
塾

 w
ith

 毎
日

小
学

生
新

聞
 ー

み
ん

な
で

記
事

に
し

よ
う

 カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

－
CO

2を
つ

か
ま

え
ろ

！
－

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
鍵

と
な

る
最

先
端

技
術

CC
US

に
つ

い
て

の
レ

ク
チ

ャ
ー

を
受

け
新

聞
を

作
る

イ
ベ

ン
ト

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
SF

思
考

で
考

え
る

－
核

融
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

実
現

す
る

未
来

社
会

と
は

－
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
社

会
の

実
現

を
目

指
し

核
融

合
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
語

る
オ

ン
ラ

イ
ン

ト
ー

ク
シ

ョ
ー

。

三
菱

み
な

と
み

ら
い

技
術

館
神

奈
川

県
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
低

炭
素

社
会

か
ら

脱
炭

素
社

会
を

目
指

す
取

り
込

み
に

つ
い

て
最

新
技

術
や

解
決

策
を

紹
介

す
る

展
示

。
三

菱
み

な
と

み
ら

い
技

術
館

神
奈

川
県

風
力

発
電

風
力

発
電

の
大

型
化

に
伴

い
海

の
上

に
建

設
す

る
洋

上
風

車
に

つ
い

て
、

構
造

や
技

術
を

紹
介

す
る

展
示

。
三

菱
み

な
と

み
ら

い
技

術
館

神
奈

川
県

火
力

発
電

火
力

発
電

の
仕

組
み

や
、

燃
料

を
効

率
よ

く
使

い
発

電
す

る
技

術
を

紹
介

す
る

展
示

。
三

菱
み

な
と

み
ら

い
技

術
館

神
奈

川
県

タ
ッ

チ
ウ

ォ
ー

ル
電

力
・

交
通

・
物

流
・

冷
熱

の
社

会
イ

ン
フ

ラ
の

仕
組

み
や

環
境

問
題

に
つ

い
て

壁
の

絵
に

触
れ

て
学

ぶ
展

示
物

。
三

菱
み

な
と

み
ら

い
技

術
館

神
奈

川
県

発
電

の
原

理
模

型
を

動
か

し
て

、
フ

レ
ミ

ン
グ

の
法

則
か

ら
タ

ー
ビ

ン
や

モ
ー

タ
ー

の
原

理
を

学
べ

る
展

示
物

。
相

模
川

ふ
れ

あ
い

科
学

館
神

奈
川

県
相

模
川

 水
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

自
然

と
人

が
共

生
す

る
社

会
を

目
指

す
た

め
の

ヒ
ン

ト
を

学
べ

る
ク

イ
ズ

形
式

の
展

示
物

。
か

わ
さ

き
エ

コ
暮

ら
し

未
来

館
神

奈
川

県
か

わ
さ

き
環

境
空

中
散

歩
川

崎
市

内
の

環
境

関
連

施
設

を
調

べ
ら

れ
る

モ
ニ

タ
ー

。
か

わ
さ

き
エ

コ
暮

ら
し

未
来

館
神

奈
川

県
定

点
カ

メ
ラ

浮
島

太
陽

光
発

電
所

な
ど

を
見

ら
れ

る
36

0°
回

せ
る

定
点

カ
メ

ラ
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

発
電

量
表

示
モ

ニ
タ

ー
浮

島
太

陽
光

発
電

所
の

発
電

量
が

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
見

ら
れ

る
モ

ニ
タ

ー
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

地
球

の
危

機
今

地
球

に
起

き
て

い
る

環
境

問
題

を
学

べ
る

地
球

の
形

を
模

し
た

展
示

物
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

め
ざ

せ
！

エ
コ

暮
ら

し
家

庭
で

の
無

駄
遣

い
を

な
く

す
方

法
を

考
え

る
展

示
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

川
崎

の
暮

ら
し

環
境

10
0年

の
ア

ル
バ

ム
こ

れ
ま

で
の

川
関

市
内

で
の

公
害

の
克

服
を

学
べ

る
展

示
物

。
か

わ
さ

き
エ

コ
暮

ら
し

未
来

館
神

奈
川

県
地

球
の

チ
カ

ラ
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

学
べ

る
映

像
な

ど
の

展
示

。
か

わ
さ

き
エ

コ
暮

ら
し

未
来

館
神

奈
川

県
臨

海
部

の
環

境
力

川
崎

の
臨

海
部

に
集

ま
る

最
先

端
の

環
境

技
術

を
紹

介
す

る
展

示
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

水
素

で
か

わ
る

！
川

崎
の

ま
ち

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

方
法

を
学

べ
る

映
像

な
ど

の
展

示
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

モ
ノ

の
再

生
ご

み
の

分
別

と
再

利
用

に
つ

い
て

学
べ

る
展

示
。

か
わ

さ
き

エ
コ

暮
ら

し
未

来
館

神
奈

川
県

資
源

循
環

の
み

ち
の

り
ご

み
が

資
源

と
な

っ
て

再
利

用
さ

れ
る

流
れ

を
学

べ
る

展
示

。
か

わ
さ

き
エ

コ
暮

ら
し

未
来

館
神

奈
川

県
資

源
循

環
チ

ャ
レ

ン
ジ

行
動

で
エ

コ
暮

ら
し

ご
み

を
減

ら
す

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
提

示
し

た
映

像
や

展
示

物
。

水
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

神
奈

川
県

太
陽

光
発

電
 体

感
装

置
太

陽
光

発
電

の
仕

組
み

や
特

徴
を

ゲ
ー

ム
感

覚
で

学
べ

る
装

置
。

水
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

神
奈

川
県

風
力

発
電

 体
感

装
置

風
力

発
電

の
仕

組
み

や
特

徴
を

ゲ
ー

ム
感

覚
で

学
べ

る
装

置
。

水
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

神
奈

川
県

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
A

広
が

る
水

素
社

会
や

SD
Gs

に
つ

い
て

紹
介

す
る

デ
ジ

タ
ル

ス
ラ

イ
ド

。
水

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
神

奈
川

県
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

B
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
発

電
方

法
に

つ
い

て
紹

介
す

る
デ

ジ
タ

ル
ス

ラ
イ

ド
。

水
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

神
奈

川
県

水
循

環
と

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
コ

ー
ナ

ー
県

内
の

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

発
電

施
設

、
森

林
づ

く
り

、
排

水
の

処
理

方
法

な
ど

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

展
示

。
フ

ォ
ッ

サ
マ

グ
ナ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

新
潟

県
海

の
ア

ー
ト

展
～

海
の

未
来

と
SD

Gs
～

海
ご

み
を

使
っ

た
ア

ー
ト

作
品

の
展

示
や

各
団

体
の

SD
Gs

に
関

し
た

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

展
示

。
上

越
科

学
館

新
潟

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ラ

ボ
環

境
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
学

べ
る

コ
ー

ナ
ー

。
上

越
科

学
館

新
潟

県
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ア
イ

ラ
ン

ド
太

陽
光

発
電

、
風

力
発

電
、

地
熱

発
電

を
組

み
合

わ
せ

て
、

3人
で

発
電

量
を

競
う

ゲ
ー

ム
。

上
越

科
学

館
新

潟
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
体

験
ひ

ろ
ば

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
向

け
た

取
り

組
み

に
つ

い
て

学
べ

る
パ

ネ
ル

展
示

や
映

像
、

ク
イ

ズ
ラ

リ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
。

新
潟

県
立

自
然

科
学

館
新

潟
県

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
実

演
風

力
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

、
風

車
の

模
型

を
使

い
な

が
ら

ク
イ

ズ
や

実
験

で
解

説
の

実
演

。
新

潟
県

立
自

然
科

学
館

新
潟

県
風

力
発

電
ハ

ン
ド

ル
を

回
し

て
風

力
発

電
を

体
験

で
き

る
装

置
。

新
潟

県
立

自
然

科
学

館
新

潟
県

太
陽

光
の

実
験

太
陽

光
集

光
機

「
ひ

ま
わ

り
」

に
よ

る
発

電
を

使
っ

て
、

太
陽

光
発

電
の

し
く

み
を

学
べ

る
実

験
装

置
。

新
潟

県
立

自
然

科
学

館
新

潟
県

東
北

電
力

に
い

が
た

 で
ん

き
の

研
究

ひ
ろ

ば
エ

ネ
ル

ギ
ー

ミ
ッ

ク
ス

や
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

つ
い

て
学

べ
る

実
験

や
工

作
。

佐
久

市
子

ど
も

未
来

館
　

サ
ク

モ
長

野
県

水
の

柱
水

と
大

気
を

き
れ

い
に

す
る

方
法

を
考

え
る

た
め

の
展

示
。

山
梨

県
立

科
学

館
山

梨
県

ジ
オ

・
ス

コ
ー

プ
気

候
変

動
、

地
球

環
境

の
未

来
予

測
な

ど
、

科
学

者
が

集
め

た
デ

ー
タ

に
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
で

ア
ク

セ
ス

で
き

る
展

示
。

山
梨

県
立

科
学

館
山

梨
県

水
か

ら
電

気
を

作
っ

ち
ゃ

お
う

！
火

・
風

・
光

・
水

(素
)で

電
気

を
作

り
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

考
え

る
実

験
シ

ョ
ー

。
山

梨
県

立
科

学
館

山
梨

県
光

を
電

力
に

！
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
で

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
体

験
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
を

作
り

、
太

陽
光

発
電

の
特

徴
を

学
び

効
率

的
な

発
電

方
法

を
探

る
工

作
体

験
。

山
梨

県
立

科
学

館
山

梨
県

ゲ
ー

ム
で

SD
Gs

を
学

ぼ
う

！
SD

Gs
や

気
候

変
動

に
つ

い
て

学
べ

る
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
な

ど
を

用
い

た
特

別
授

業
。

山
梨

県
立

科
学

館
山

梨
県

ア
ク

ア
ワ

ー
ル

ド
　

知
ろ

う
！

海
の

い
き

も
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
シ

ョ
ン

マ
ッ

ピ
ン

グ
を

用
い

て
SD

Gs
や

環
境

保
護

に
つ

い
て

学
べ

る
企

画
展

。
山

梨
県

立
科

学
館

山
梨

県
第

2回
山

梨
県

立
科

学
館

　
大

村
賞

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

の
削

減
や

リ
サ

イ
ク

ル
を

促
す

ア
イ

デ
ィ

ア
の

研
究

・
展

示
品

の
募

集
。

発
電

総
合

制
御

所
（

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
セ

ン
タ

ー
）

山
梨

県
「

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

し
く

み
」

コ
ー

ナ
ー

風
力

発
電

に
必

要
な

風
の

量
の

体
験

や
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
で

レ
ー

ス
、

パ
ネ

ル
で

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

学
べ

る
展

示
。

ふ
じ

の
く

に
地

球
環

境
史

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

静
岡

県
展

示
室

10
「

ふ
じ

の
く

に
と

未
来

」
環

境
と

経
済

成
長

の
両

立
を

目
指

す
た

め
SD

Gs
を

意
識

し
今

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
展

示
。

ふ
じ

の
く

に
地

球
環

境
史

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

静
岡

県
SD

Gs
（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）

展
環

境
に

対
す

る
政

策
の

歴
史

と
、

資
産

を
後

世
に

残
す

た
め

に
動

き
出

し
て

い
る

ト
レ

ン
ド

を
紹

介
す

る
企

画
展

。
ふ

じ
の

く
に

地
球

環
境

史
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
静

岡
県

SD
Gs

か
ら

考
え

る
多

文
化

共
生

社
会

連
続

講
座

”天
地

に
在

り
て

、
道

を
究

め
る

”の
う

ち
SD

Gs
を

考
え

る
講

演
会

。

ふ
じ

の
く

に
地

球
環

境
史

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

静
岡

県
「

20
30

 S
DG

s」
ゲ

ー
ム

の
体

験
を

通
し

て
、

SD
Gs

を
知

ろ
う

！
地

球
環

境
問

題
や

世
界

と
自

分
と

の
つ

な
が

り
を

体
験

で
き

る
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
を

行
う

イ
ベ

ン
ト

。

東
海

大
学

海
洋

科
学

博
物

館
　

海
の

は
く

ぶ
つ

か
ん

静
岡

県
海

を
調

べ
て

、
海

を
知

ろ
う

！
私

た
ち

が
す

る
べ

き
こ

と
SD

Gs
の

達
成

に
向

け
問

題
を

海
洋

科
学

の
面

か
ら

捉
え

解
決

方
法

を
考

え
、

研
究

開
発

し
た

製
品

な
ど

の
展

示
。

浜
岡

原
子

力
館

静
岡

県
ど

う
な

る
？

地
球

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

！
地

球
温

暖
化

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
問

題
を

学
べ

る
映

像
や

展
示

。
黒

部
川

電
気

記
念

館
富

山
県

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
『

水
力

発
電

』
水

力
発

電
の

仕
組

み
や

役
割

に
つ

い
て

紹
介

す
る

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

や
水

車
模

型
、

絵
巻

物
風

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
。

の
と

じ
ま

水
族

館
石

川
県

能
登

の
里

海
を

未
来

へ
！

展
能

登
の

里
山

里
海

を
未

来
へ

と
引

き
継

ぐ
た

め
、

温
暖

化
や

海
洋

ゴ
ミ

な
ど

の
問

題
や

SD
Gs

を
解

説
す

る
企

画
展

。
サ

イ
エ

ン
ス

ヒ
ル

ズ
こ

ま
つ

石
川

県
SD

Gs
っ

て
な

ぁ
に

？
ゲ

ー
ム

感
覚

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

で
SD

Gs
に

つ
い

て
学

べ
る

イ
ベ

ン
ト

。
サ

イ
エ

ン
ス

ヒ
ル

ズ
こ

ま
つ

石
川

県
SD

Gs
(持

続
可

能
な

開
発

目
標

)ク
イ

ズ
ボ

ー
ド

SD
Gs

の
17

の
目

標
の

説
明

と
ク

イ
ズ

の
巡

回
展

。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

中
谷

宇
吉

郎
　

雪
の

科
学

館
石

川
県

雪
の

科
学

館
で

探
そ

う
！

SD
Gs

な
モ

ノ
･コ

ト
SD

Gs
に

つ
い

て
学

び
体

験
す

る
小

学
生

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
。

中
谷

宇
吉

郎
　

雪
の

科
学

館
石

川
県

世
界

を
救

う
大

切
な

も
の

を
発

見
す

る
コ

ー
ヒ

ー
ワ

ー
ル

ド
コ

ー
ヒ

ー
を

通
し

て
そ

の
背

景
に

あ
る

SD
Gs

の
問

題
を

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
ア

リ
ス

館
志

賀
石

川
県

3月
う

さ
ぎ

の
鏡

の
間

地
球

温
暖

化
な

ど
現

代
の

環
境

問
題

に
つ

い
て

紹
介

す
る

展
示

。
碧

南
海

浜
水

族
館

愛
知

県
日

本
産

希
少

淡
水

魚
の

保
護

、
学

習
支

援
、

障
害

者
活

躍
の

場
の

提
供

な
ど

、
SD

Gs
目

標
達

成
を

意
識

し
展

示
。

ト
ヨ

タ
産

業
技

術
記

念
館

愛
知

県
19

90
年

代
以

降
─

地
球

環
境

に
優

し
く

、
安

全
な

ク
ル

マ
づ

く
り

─
地

球
環

境
問

題
に

対
し

て
CO

2の
半

減
を

目
指

し
て

開
発

し
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

乗
用

車
な

ど
の

展
示

。

ト
ヨ

タ
産

業
技

術
記

念
館

愛
知

県
排

出
ガ

ス
低

減
技

術
の

変
遷

環
境

に
や

さ
し

い
車

づ
く

り
に

欠
か

せ
な

い
排

出
ガ

ス
低

減
技

術
の

し
く

み
に

つ
い

て
解

説
す

る
展

示
。

ト
ヨ

タ
産

業
技

術
記

念
館

愛
知

県
繊

維
機

械
館

紡
機

・
織

機
技

術
の

変
遷

の
展

示
、

布
の

販
売

な
ど

を
行

い
SD

Gs
の

目
標

達
成

に
貢

献
す

る
。

ト
ヨ

タ
産

業
技

術
記

念
館

愛
知

県
自

動
車

館
自

動
車

製
作

の
工

程
を

体
感

で
き

る
展

示
や

学
校

向
け

の
体

験
学

習
で

SD
Gs

の
目

標
達

成
に

貢
献

す
る

。

ト
ヨ

タ
産

業
技

術
記

念
館

愛
知

県
コ

パ
と

一
緒

に
SD

Gs
探

検
に

行
こ

う
！

【
ト

ヨ
タ

産
業

技
術

記
念

館
編

】
な

ご
や

環
境

大
学

が
運

営
す

る
SD

Gs
の

情
報

を
発

信
す

る
媒

体
へ

掲
出

し
た

動
画

。

名
古

屋
市

科
学

館
愛

知
県

二
酸

化
炭

素
地

中
貯

留
実

験
地

球
温

暖
化

抑
制

対
策

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

二
酸

化
炭

素
地

中
貯

留
技

術
を

観
察

で
き

る
展

示
。

名
古

屋
市

科
学

館
愛

知
県

コ
パ

と
一

緒
に

SD
Gs

探
検

に
行

こ
う

！
【

名
古

屋
市

科
学

館
編

】
な

ご
や

環
境

大
学

が
運

営
す

る
SD

Gs
の

情
報

を
発

信
す

る
媒

体
へ

掲
出

し
た

動
画

。

名
古

屋
市

科
学

館
愛

知
県

風
力

発
電

装
置

風
力

発
電

機
と

太
陽

電
池

を
組

み
合

わ
せ

、
発

電
し

た
電

力
を

バ
ッ

テ
リ

ー
に

た
め

て
照

明
灯

に
電

気
を

送
る

展
示

品
。

名
古

屋
市

科
学

館
愛

知
県

光
害

対
策

照
明

省
エ

ネ
と

空
へ

の
明

か
り

漏
れ

を
両

立
す

る
光

害
対

策
照

明
の

設
置

。
南

知
多

ビ
ー

チ
ラ

ン
ド

愛
知

県
見

て
食

べ
て

学
ぶ

！
SD

Gs
体

験
～

シ
ラ

ス
編

～
シ

ラ
ス

の
中

に
混

ざ
っ

て
い

る
生

き
物

を
探

し
た

り
シ

ラ
ス

料
理

を
食

べ
た

り
し

な
が

ら
SD

Gs
を

学
ぶ

講
座

。

ト
ヨ

タ
博

物
館

愛
知

県
ト

ヨ
タ

博
物

館
で

SD
Gs

を
考

え
る

第
2弾

 ～
食

も
ク

ル
マ

も
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
～

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
よ

る
CO

2削
減

、
サ

ー
キ

ュ
ラ

ー
エ

コ
ノ

ミ
ー

に
よ

る
循

環
や

SD
Gs

を
考

え
る

企
画

展
。

ト
ヨ

タ
博

物
館

愛
知

県
ト

ヨ
タ

博
物

館
で

SD
Gs

を
考

え
る

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
代

表
的

車
の

展
示

な
ど

か
ら

SD
Gs

と
は

何
か

を
考

え
る

企
画

展
。

ト
ヨ

タ
博

物
館

愛
知

県
お

子
様

向
け

「
企

画
展

SD
Gs

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

」
車

と
SD

Gs
の

関
係

に
つ

い
て

紹
介

す
る

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

。
博

物
館

明
治

村
愛

知
県

明
治

の
く

ら
し

　
よ

ろ
ず

体
験

明
治

か
ら

昭
和

時
代

に
使

用
さ

れ
た

道
具

の
変

遷
か

ら
SD

Gs
が

求
め

ら
れ

る
現

在
へ

の
繋

が
り

を
考

え
る

展
示

。
名

古
屋

市
防

災
セ

ン
タ

ー
愛

知
県

SD
Gs

の
11

や
13

の
目

標
達

成
に

貢
献

す
る

地
震

体
験

、
避

難
体

験
、

津
波

の
映

像
な

ど
の

展
示

。
で

ん
き

の
科

学
館

愛
知

県
CO

2ス
パ

イ
ラ

ル
コ

ー
ス

タ
ー

SD
Gs

を
意

識
し

、
二

酸
化

炭
素

に
よ

る
自

然
や

環
境

へ
の

影
響

を
受

け
て

い
る

の
か

学
べ

る
映

像
と

展
示

物
。

で
ん

き
の

科
学

館
愛

知
県

Eア
カ

デ
ミ

ア
・

シ
ア

タ
ー

SD
Gs

を
意

識
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
マ

ッ
ピ

ン
グ

と
連

動
し

発
電

方
法

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

な
ど

に
つ

い
て

説
明

。

で
ん

き
の

科
学

館
愛

知
県

コ
パ

と
一

緒
に

SD
Gs

探
検

に
行

こ
う

！
【

で
ん

き
の

科
学

館
編

】
な

ご
や

環
境

大
学

が
運

営
す

る
SD

Gs
の

情
報

を
発

信
す

る
媒

体
へ

掲
出

し
た

動
画

。

メ
タ

ウ
ォ

ー
タ

ー
下

水
道

科
学

館
あ

い
ち

愛
知

県
“下

水
道

と
SD

Gs
”を

学
ぼ

う
！

下
水

道
と

SD
Gs

の
関

係
性

を
学

べ
る

小
学

生
向

け
の

講
座

。
メ

タ
ウ

ォ
ー

タ
ー

下
水

道
科

学
館

あ
い

ち
愛

知
県

SD
Gs

の
水

環
境

を
守

る
と

い
う

目
標

に
貢

献
す

る
、

下
水

道
の

役
割

や
仕

組
み

を
映

像
や

ゲ
ー

ム
で

学
べ

る
展

示
。

へ
き

な
ん

た
ん

ト
ピ

ア
　

電
力

館
愛

知
県

「
た

ん
ト

ピ
ア

施
設

紹
介

」
&環

境
と

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

火
力

発
電

所
で

で
き

る
副

産
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

、
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

用
の

取
り

組
み

の
紹

介
。

へ
き

な
ん

た
ん

ト
ピ

ア
　

電
力

館
愛

知
県

テ
ー

マ
シ

ア
タ

ー
電

気
が

も
た

ら
す

豊
か

な
生

活
と

、
豊

か
な

環
境

の
両

立
を

目
指

し
て

、
地

球
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

映
像

。
知

多
電

力
館

愛
知

県
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

号
暮

ら
し

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
地

球
環

境
の

繋
が

り
に

つ
い

て
紹

介
す

る
ス

ク
リ

ー
ン

映
像

。
ガ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
愛

知
県

あ
れ

こ
れ

！
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
地

球
温

暖
化

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

纏
わ

る
様

々
な

数
値

を
学

習
で

き
る

パ
ネ

ル
展

示
。

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
燃

料
電

池
ウ

オ
ー

ク
巨

大
な

燃
料

電
池

の
中

に
入

っ
て

、
燃

料
電

池
の

仕
組

み
や

効
果

を
体

験
で

き
る

展
示

物
。

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
新

し
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

探
せ

！
新

し
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
学

べ
る

ゲ
ー

ム
型

の
展

示
物

。
ガ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
愛

知
県

天
然

ガ
ス

博
士

に
挑

戦
！

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
天

然
ガ

ス
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

ら
れ

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

の
ク

イ
ズ

。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

ワ
ー

ル
ド

マ
ッ

プ
化

石
燃

料
や

世
界

各
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

に
つ

い
て

学
べ

る
映

像
や

パ
ネ

ル
。

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
東

邦
ガ

ス
の

エ
コ

活
動

東
邦

ガ
ス

の
環

境
へ

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

パ
ネ

ル
。

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
地

球
サ

イ
コ

ロ
ス

コ
ー

プ
温

暖
化

に
よ

る
地

球
規

模
の

影
響

と
身

近
な

場
所

で
の

影
響

を
確

認
で

き
る

映
像

。
ガ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

館
愛

知
県

地
球

に
や

さ
し

い
車

天
然

ガ
ス

自
動

車
を

は
じ

め
、

低
公

害
車

の
し

く
み

や
可

能
性

を
学

べ
る

パ
ネ

ル
。

ガ
ス

エ
ネ

ル
ギ

ー
館

愛
知

県
省

エ
ネ

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

二
酸

化
炭

素
の

削
減

量
や

省
エ

ネ
活

動
の

成
果

を
体

感
で

き
る

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

。
世

界
淡

水
魚

園
水

族
館

ア
ク

ア
・

ト
ト

ぎ
ふ

岐
阜

県
鮎

を
養

殖
し

て
い

る
森

養
魚

場
で

生
ま

れ
た

規
格

外
の

鮎
を

生
き

物
の

餌
と

し
て

活
用

す
る

取
り

組
み

。

岐
阜

か
が

み
は

ら
航

空
宇

宙
博

物
館

岐
阜

県
人

工
衛

星
と

の
つ

な
が

り
～

身
近

な
く

ら
し

か
ら

SD
Gs

ま
で

～
人

工
衛

星
の

仕
組

み
、

暮
ら

し
や

地
域

と
の

繋
が

り
、

今
後

の
社

会
や

人
工

衛
星

の
未

来
を

紹
介

す
る

パ
ネ

ル
展

。

岐
阜

か
が

み
は

ら
航

空
宇

宙
博

物
館

岐
阜

県
航

空
宇

宙
塾

SD
Gs

の
教

育
の

一
環

と
し

て
、

宙
飛

行
士

が
実

際
に

行
っ

て
い

る
訓

練
や

ミ
ッ

シ
ョ

ン
模

擬
体

験
を

す
る

講
座

。

岐
阜

か
が

み
は

ら
航

空
宇

宙
博

物
館

岐
阜

県
航

空
は

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

を
ど

の
よ

う
に

達
成

す
る

の
か

？
環

境
や

経
済

に
配

慮
し

た
機

体
設

計
、

バ
イ

オ
燃

料
や

カ
ー

ボ
ン

オ
フ

セ
ッ

ト
な

ど
最

新
情

報
を

紹
介

す
る

講
演

会
。

原
子

力
の

科
学

館
　

あ
っ

と
ほ

う
む

福
井

県
地

球
環

境
図

鑑
南

極
の

氷
が

と
け

た
ら

ど
う

な
る

か
、

人
々

が
今

ど
う

す
べ

き
か

考
え

る
た

め
の

展
示

物
。

原
子

力
の

科
学

館
　

あ
っ

と
ほ

う
む

福
井

県
デ

ィ
ノ

ワ
ー

ル
ド

へ
よ

う
こ

そ
地

球
環

境
に

優
し

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

源
は

何
か

を
考

え
る

立
体

CG
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

。
福

井
県

児
童

科
学

館
　

エ
ン

ゼ
ル

ラ
ン

ド
ふ

く
い

福
井

県
き

て
み

て
体

験
！

ふ
く

い
の

も
の

づ
く

り
２

０
２

２
福

井
県

内
の

SD
Gs

の
目

標
に

沿
っ

た
活

動
に

つ
い

て
の

展
示

や
伝

統
工

芸
の

技
を

体
験

す
る

イ
ベ

ン
ト

。
敦

賀
原

子
力

館
福

井
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

ゾ
ー

ン
世

界
や

日
本

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

事
情

や
地

球
温

暖
化

な
ど

の
環

境
問

題
を

紹
介

す
る

パ
ネ

ル
な

ど
の

展
示

。

滋
賀

県
立

琵
琶

湖
博

物
館

滋
賀

県
琵

琶
湖

博
物

館
を

回
っ

て
M

LG
s を

見
つ

け
よ

う
！

 ～
M

LG
sっ

て
な

ぁ
に

？
～

琵
琶

湖
版

SD
Gs

と
し

て
、

琵
琶

湖
を

切
り

口
に

持
続

可
能

社
会

へ
の

目
標

「
M

LG
s」

を
学

ぶ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。

川
越

電
力

館
テ

ラ
46

三
重

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

プ
レ

イ
ラ

ン
ド

体
を

動
か

し
他

の
人

と
協

力
し

な
が

ら
、

環
境

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

学
べ

る
ク

イ
ズ

や
ゲ

ー
ム

。

川
越

電
力

館
テ

ラ
46

三
重

県
プ

リ
ン

セ
ス

KA
GU

YA
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ラ
ン

ド
・

テ
ラ

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
電

気
・

環
境

」
の

ク
イ

ズ
と

ゲ
ー

ム
と

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

テ
ラ

検
定

。

川
越

電
力

館
テ

ラ
46

三
重

県
サ

ミ
ッ

ト
ス

タ
ジ

オ
映

像
を

見
な

が
ら

ボ
タ

ン
を

押
し

て
地

球
救

出
の

方
法

を
考

え
る

会
議

に
参

加
で

き
る

コ
ー

ナ
ー

。
川

越
電

力
館

テ
ラ

46
三

重
県

サ
ミ

ッ
ト

オ
ブ

ジ
ェ

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
の

有
限

性
・

地
球

環
境

問
題

・
世

界
各

国
の

人
口

な
ど

を
紹

介
す

る
6つ

の
地

球
儀

オ
ブ

ジ
ェ

。
川

越
電

力
館

テ
ラ

46
三

重
県

ワ
ン

ダ
ー

マ
シ

ー
ン

現
在

地
球

が
抱

え
る

問
題

、
未

来
に

残
し

た
い

地
球

の
大

自
然

と
人

々
の

生
活

の
関

わ
り

に
つ

い
て

考
え

る
映

像
。

川
越

電
力

館
テ

ラ
46

三
重

県
地

球
救

出
サ

ミ
ッ

ト
に

参
加

し
て

、
SD

Gs
を

学
ぼ

う
！

SD
Gs

に
関

す
る

映
像

を
見

な
が

ら
様

々
な

問
題

か
ら

地
球

を
救

う
方

法
を

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
都

鉄
道

博
物

館
京

都
府

京
都

鉄
道

博
物

館
で

学
ぼ

う
！

SD
Gs

！
SD

Gs
を

学
べ

る
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

配
布

、
学

校
向

け
SD

Gs
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
な

ど
の

取
り

組
み

。
京

都
市

青
少

年
科

学
セ

ン
タ

ー
京

都
府

み
ら

い
地

球
儀

地
球

の
様

々
な

デ
ー

タ
や

映
像

を
投

影
で

き
る

地
球

儀
で

現
代

の
地

球
の

問
題

を
考

え
ら

れ
る

展
示

物
。

京
都

市
青

少
年

科
学

セ
ン

タ
ー

京
都

府
み

ら
い

地
球

儀
を

使
っ

て
地

球
環

境
に

つ
い

て
考

え
て

み
よ

う
！

温
暖

化
の

仕
組

み
の

説
明

、
二

酸
化

炭
素

排
出

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

か
ら

地
球

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ

学
習

動
画

。

京
都

市
青

少
年

科
学

セ
ン

タ
ー

京
都

府
～

地
球

を
知

ろ
う

　
地

球
を

つ
か

も
う

～
手

作
り

地
球

儀
体

験
な

ど
を

通
じ

て
SD

Gs
の

目
標

と
現

在
地

球
が

抱
え

る
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

エ
コ

ロ
ジ

ー
体

験
コ

ー
ナ

ー
自

転
車

型
や

手
動

型
の

発
電

マ
シ

ー
ン

、
1人

が
1日

に
使

う
資

源
量

と
重

さ
比

べ
る

シ
ー

ソ
ー

な
ど

の
展

示
物

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

気
づ

き
と

学
び

の
ひ

ろ
ば

地
球

温
暖

化
や

ご
み

問
題

等
に

つ
い

て
、

問
題

や
解

決
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

展
示

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

４
つ

の
Rで

ご
み

削
減

Re
du

ce
、

 R
eu

se
、

 R
ec

yc
le

、
 R

en
ew

ab
le

の
環

境
に

優
し

い
行

動
を

ク
イ

ズ
形

式
で

学
べ

る
パ

ネ
ル

の
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
農

業
・

農
村

の
も

つ
大

切
な

役
割

～
農

業
・

農
村

の
多

面
的

機
能

の
紹

介
～

洪
水

や
土

砂
崩

れ
の

防
止

な
ど

、
6つ

の
ポ

イ
ン

ト
か

ら
田

ん
ぼ

や
畑

の
働

き
に

つ
い

て
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

の
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
世

界
の

ど
ロ

ー
カ

ル
ご

は
ん

展
世

界
の

国
々

の
料

理
を

通
し

て
、

地
産

地
消

や
食

べ
物

の
旬

に
つ

い
て

考
え

る
企

画
展

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

推
薦

図
書

特
別

展
示

ー
絵

本
＆

PO
P展

手
作

り
の

PO
P（

図
書

紹
介

カ
ー

ド
）

で
、

SD
Gs

に
関

し
た

絵
本

を
紹

介
す

る
企

画
展

。

40コロナ禍の科学館でのSDGs等社会的テーマの科学技術教育の手法に関する調査研究　｜



付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
In

to
 th

e 
Fo

re
st

 ～
環

境
と

芸
術

を
む

す
ぶ

展
示

～
芸

術
を

通
じ

て
森

林
資

源
や

自
然

環
境

に
つ

い
て

考
え

る
企

画
展

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

20
周

年
記

念
企

画
展

日
本

の
気

温
の

変
化

を
表

す
展

示
物

な
ど

、
地

球
温

暖
化

な
ど

環
境

問
題

に
関

す
る

展
示

を
行

う
企

画
展

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
自

動
車

の
運

転
方

法
に

気
を

付
け

る
こ

と
に

よ
る

燃
費

向
上

効
果

を
体

感
で

き
る

展
示

物
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
ボ

ー
ド

ゲ
ー

ム
「

み
ん

な
の

ご
み

」
ア

ク
シ

ョ
ン

カ
ー

ド
展

示
80

の
ご

み
の

減
ら

し
方

ご
み

の
削

減
を

テ
ー

マ
に

し
た

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

「
み

ん
な

の
ご

み
」

の
内

容
を

紹
介

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
み

や
こ

KA
M

AD
OK

I展
20

21
エ

コ
ロ

ジ
ー

や
SD

Gs
が

テ
ー

マ
の

超
実

践
型

の
講

座
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

た
受

講
生

の
成

果
を

発
表

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
海

ご
み

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

日
本

各
地

の
ビ

ー
チ

に
実

際
に

流
れ

つ
い

た
海

ご
み

か
ら

環
境

問
題

や
生

活
と

海
ご

み
の

関
わ

り
を

考
え

る
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
推

薦
図

書
特

別
展

示
 読

書
週

間
BO

OK
＆

PO
P展

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

が
推

薦
す

る
SD

Gs
を

テ
ー

マ
に

し
た

書
籍

を
本

を
PO

Pと
と

も
に

紹
介

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
未

来
を

守
る

作
文

コ
ン

ク
ー

ル
20

21
～

脱
炭

素
社

会
に

向
け

て
行

動
し

よ
う

～
脱

炭
素

社
会

に
向

け
て

、
小

学
生

か
ら

高
校

生
が

感
じ

て
い

る
こ

と
を

書
い

た
作

文
の

受
賞

作
を

展
示

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
「

整
理

収
納

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
が

伝
え

る
お

片
づ

け
か

ら
は

じ
ま

る
エ

コ
な

暮
ら

し
不

要
な

絵
本

を
回

収
す

る
企

画
な

ど
、

片
付

け
と

エ
コ

の
関

わ
り

を
紹

介
す

る
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
ス

パ
イ

ス
ア

ッ
プ

！
～

環
境

意
識

を
刺

激
す

る
香

辛
料

の
魅

力
～

香
辛

料
の

特
徴

と
、

環
境

に
や

さ
し

い
暮

ら
し

や
世

界
各

地
に

広
が

る
栽

培
地

に
つ

い
て

紹
介

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
世

界
の

こ
ど

も
環

境
絵

画
展

世
界

の
子

供
た

ち
が

身
近

な
生

活
の

エ
コ

と
地

球
の

環
境

・
未

来
に

つ
い

て
考

え
描

い
た

絵
を

展
示

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
そ

の
服

っ
て

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

？
～

人
と

地
球

に
や

さ
し

い
オ

シ
ャ

レ
と

は
～

環
境

や
社

会
に

配
慮

し
た

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
に

関
す

る
取

り
組

み
や

服
の

生
産

を
学

ぶ
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
美

し
い

鴨
川

を
子

ど
も

た
ち

に
の

こ
そ

う
鴨

川
を

美
し

く
す

る
た

め
の

様
々

な
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
【

学
ぶ

！
つ

な
が

る
！

生
き

も
の

の
ス

ス
メ

】
海

洋
と

地
球

温
暖

化
に

つ
い

て
地

球
温

暖
化

の
海

洋
へ

の
影

響
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

出
来

る
パ

ネ
ル

を
展

示
す

る
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
環

境
教

育
の

環
（

わ
）

青
年

海
外

協
力

隊
と

し
て

、
環

境
保

全
を

目
的

に
世

界
で

活
躍

し
て

き
た

隊
員

の
活

動
に

つ
い

て
紹

介
す

る
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
～

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

再
エ

ネ
10

0％
達

成
！

！
～

企
画

展
「

お
家

で
も

は
じ

め
よ

う
！

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
10

0％
展

」
電

力
調

達
を

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
10

0％
へ

切
り

替
え

達
成

し
た

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
企

画
展

と
セ

ミ
ナ

ー
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
「

意
識

と
行

動
」

展
「

エ
コ

を
意

識
し

て
行

動
し

て
い

る
人

の
部

屋
」

と
「

そ
う

で
は

な
い

人
の

部
屋

」
を

展
示

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
海

で
つ

な
が

る
世

界
の

環
境

展
～

SD
Gs

と
海

洋
環

境
～

気
候

変
動

が
原

因
で

起
こ

る
海

洋
環

境
へ

の
影

響
や

海
洋

汚
染

、
生

態
系

へ
の

影
響

を
学

べ
る

パ
ネ

ル
展

示
や

ク
イ

ズ
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
環

境
マ

ン
ガ

が
捉

え
た

環
境

と
暮

ら
し

　
今

昔
展

環
境

に
つ

い
て

の
漫

画
を

パ
ネ

ル
で

展
示

す
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
環

境
マ

ン
ガ

か
ら

ひ
も

と
く

社
会

の
変

遷
環

境
に

つ
い

て
の

漫
画

を
読

み
な

が
ら

環
境

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
講

座
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
絵

本
で

学
ぶ

世
界

の
環

境
展

 ～
SD

Gs
の

視
点

で
選

ぶ
絵

本
の

世
界

～
環

境
問

題
対

策
な

ど
SD

Gs
の

目
標

に
対

し
て

様
々

な
国

で
の

取
り

組
み

を
扱

っ
た

絵
本

を
紹

介
す

る
企

画
展

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
ご

み
減

量
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 ～

廃
棄

学
校

制
服

が
大

変
身

！
～

制
服

が
筆

箱
な

ど
に

変
身

し
た

過
程

を
紹

介
し

大
量

に
出

て
い

る
服

の
ご

み
に

つ
い

て
考

え
る

企
画

展
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

10
0%

実
現

の
方

法
を

探
る

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

の
担

い
手

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

育
て

る
全

5回
の

連
続

講
座

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
映

画
「

ザ
・

ト
ゥ

ル
ー

・
コ

ス
ト

」
上

映
会

～
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

裏
側

を
知

る
～

大
量

生
産

、
大

量
廃

棄
な

ど
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ロ

ス
や

過
酷

な
労

働
の

問
題

を
映

す
映

画
の

上
映

会
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
マ

イ
風

力
発

電
機

を
作

ろ
う

！
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
省

エ
ネ

に
つ

い
て

学
ん

で
、

風
の

力
で

光
る

自
分

だ
け

の
風

力
発

電
機

を
作

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
世

界
の

ど
ロ

ー
カ

ル
ご

は
ん

を
知

ろ
う

！
地

産
地

消
や

旬
の

食
べ

物
、

フ
ー

ド
ロ

ス
と

い
っ

た
視

点
か

ら
生

活
に

つ
い

て
考

え
る

料
理

会
・

ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
。
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付
録
１
　
社
会
的
テ
ー
マ
に
関
す
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
例

施
設
名

都
道
府
県

展
示
名

概
要

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

家
庭
の
ご
み
減
量
診
断

家
庭
ご
み
を
減
ら
す
方
法
を
話
し
合
い
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

エ
コ
セ
ン
☆
夏
休
み
ワ
ク
ワ
ク
ひ
ろ
ば

リ
ユ
ー
ス
工
作
や
プ
ラ
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
な
ど
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

私
た
ち
の
生
活
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

生
活
に
身
近
な
商
品
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
関
係
か
ら
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

LE
D工

作
教
室
　
～
親
子
で
家
ラ
イ
ト
作
り
～

省
エ
ネ
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
LE

Dで
光
る
家
ラ
イ
ト
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

親
子
で
学
ぶ
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
・
蓄
・
省
と
工
作
教
室
　
～

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ッ
ト
作
り
～

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
が
出
来
る
工
作
キ
ッ
ト
を
組
み
立
て
て
、
暮
ら
し
の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

～
君
は
SD

Gs
を
知
っ
て
い
る
？
！
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
～

SD
Gs

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

SD
Gs

に
つ
い
て
学
べ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

梅
雨
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！
お
う
ち
で
エ
コ
傘
づ
く
り

再
生
可
能
な
素
材
で
で
き
た
傘
の
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
て
傘
を
作
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

ど
っ
ち
買
う
？
～
地
球
に
や
さ
し
い
食
べ
も
の
紙
芝
居
＆
ク
イ

ズ
～

食
べ
も
の
と
環
境
の
つ
な
が
り
、
環
境
に
良
い
食
べ
物
に
つ
い
て
考
え
る
紙
芝
居
と
ク
イ
ズ
の
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

「
暮
ら
し
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ
～
脱
炭
素
型
の
持
続
可
能
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
～

二
酸
化
炭
素
吸
収
や
森
林
資
源
の
活
用
か
ら
脱
炭
素
型
の
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
考
え
る
講
演
会
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

エ
コ
セ
ン
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
そ
う
～
SD

Gs
パ
ズ
ル
に
挑
戦

～
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
な
が
ら
SD

Gs
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

お
野
菜
絵
の
具
×
昆
虫
　
－
地
球
を
救
お
う
！
－

捨
て
ら
れ
て
る
野
菜
を
使
っ
た
絵
の
具
で
塗
り
絵
体
験
を
し
、
食
品
ロ
ス
と
昆
虫
食
に
つ
い
て
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

服
好
き
集
ま
れ
！
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ス
会
議

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
知
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
未
来
像
に
つ
い
て
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

ラ
イ
ト
の
光
で
動
く
！
ク
ワ
ガ
タ
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
！

ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
ク
ワ
ガ
タ
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

～
も
う
や
っ
て
い
る
よ
SD

Gs
！
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
～

SD
Gs

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

SD
Gs

に
つ
い
て
学
べ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
「
気
候
変
動
×
京
都
の
伝
統
産
業
」
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信

大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化
、
気
候
変
動
の
時
代
の
伝
統
産
業
の
課
題
を
考
え
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

環
境
×
京
都
の
伝
統
産
業
・
伝
統
工
芸
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ミ
ニ
提
灯
づ
く
り

伝
統
工
芸
品
づ
く
り
を
体
験
し
て
、
京
都
の
自
然
や
環
境
保
全
、
伝
統
産
業
と
地
球
温
暖
化
対
策
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

環
境
×
京
都
の
伝
統
産
業
・
伝
統
工
芸
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

金
継
ぎ
体
験

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
よ
り
も
漆
や
陶
器
製
の
食
器
を
長
く
使
う
こ
と
な
ど
、
ご
み
減
量
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

京
の
SD

Gs
学
校
～
未
来
を
つ
く
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
～

生
物
多
様
性
の
保
全
、
気
候
変
動
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
SD

Gs
に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

体
験
！
次
世
代
自
動
車
の
チ
カ
ラ

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
物
質
を
出
さ
な
い
電
気
自
動
車
の
特
長
を
学
ぶ
講
座
や
パ
ネ
ル
展
示
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

ゴ
ミ
ジ
ナ
ル
工
作

海
ご
み
を
な
く
す
方
法
を
考
え
な
が
ら
、
海
ご
み
を
使
っ
て
ア
ー
ト
作
品
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

環
境
×
京
都
の
伝
統
産
業
・
伝
統
工
芸
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
京
こ
ま
」
づ
く
り

伝
統
工
芸
品
づ
く
り
を
体
験
し
て
、
京
都
の
自
然
や
環
境
保
全
、
伝
統
産
業
と
ご
み
減
量
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

マ
イ
エ
コ
ラ
イ
ト
を
作
ろ
う
！
～
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン

20
21
～

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
太
陽
光
発
電
で
光
る
エ
コ
ラ
イ
ト
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

地
球
温
暖
化
意
識
啓
発
ア
ニ
メ
「
地
球
と
の
約
束
」
「
私
た
ち

の
未
来
」
上
映
会
～
ア
ニ
メ
か
ら
地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
よ

う
～

地
球
の
未
来
を
守
る
意
識
を
啓
発
す
る
ア
ニ
メ
を
見
て
エ
コ
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

京
都
府

み
や
こ
学
生
エ
コ
サ
ミ
ッ
ト

環
境
活
動
を
行
う
大
学
生
が
自
分
た
ち
の
活
動
や
「
大
学
生
×
SD

Gs
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
サ

ー
キ

ュ
ラ

ー
エ

コ
ノ

ミ
ー

研
究

家
に

聞
く

ー
循

環
型

経
済

に
つ

い
て

ー
サ

ー
キ

ュ
ラ

ー
エ

コ
ノ

ミ
ー

の
各

国
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

環
境

と
社

会
の

持
続

可
能

な
経

済
モ

デ
ル

を
学

ぶ
講

演
会

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
エ

コ
と

カ
レ

ー
の

お
い

し
い

つ
な

が
り

ス
パ

イ
ス

を
調

合
し

な
が

ら
、

香
辛

料
の

特
徴

と
環

境
と

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
学

ぶ
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
あ

な
た

の
お

う
ち

は
ど

う
か

な
？

食
品

ロ
ス

に
つ

い
て

調
べ

て
み

よ
う

！
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

使
っ

て
、

各
家

庭
の

食
品

ロ
ス

に
つ

い
て

調
べ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
持

続
可

能
な

社
会

を
創

る
　

～
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

の
視

点
か

ら
～

気
候

変
動

の
現

状
や

持
続

可
能

な
社

会
に

向
け

て
求

め
ら

れ
る

こ
と

を
学

ぶ
講

演
会

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
【

連
続

イ
ベ

ン
ト

~江
戸

の
民

か
ら

の
要

請
~現

代
人

よ
！

さ
あ

一
緒

に
DA

TS
U・

TA
NS

O！
】

Le
t’s

き
ら

き
ら

~ご
み

か
ら

生
ま

れ
る

、
千

年
宝

物
づ

く
り

~
脱

炭
素

社
会

を
目

指
し

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
か

ら
ア

ク
セ

サ
リ

ー
を

作
る

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
CO

2排
出

ゼ
ロ

か
ら

見
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

は
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

学
び

、
暮

ら
し

の
中

の
電

気
に

つ
い

て
考

え
る

講
演

会
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
【

連
続

イ
ベ

ン
ト

~江
戸

の
民

か
ら

の
要

請
~現

代
人

よ
、

さ
あ

一
緒

に
DA

TS
U・

TA
NS

O!
】

え
ね

る
ぎ

ぃ
か

ら
四

方
よ

し
！

脱
炭

素
社

会
・

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
学

び
、

自
宅

の
電

気
に

つ
い

て
考

え
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
地

球
温

暖
化

の
今

地
球

温
暖

化
の

現
状

と
地

球
温

暖
化

防
止

に
向

け
た

行
動

に
つ

い
て

の
講

演
会

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

脅
か

さ
れ

る
植

物
～

地
球

温
暖

化
の

影
響

と
生

物
多

様
性

～
植

物
の

多
様

性
や

地
球

温
暖

化
に

よ
る

植
物

分
布

の
変

化
に

つ
い

て
学

べ
る

講
演

会
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
昆

虫
食

が
地

球
を

救
う

？
～

み
ん

な
で

考
え

る
、

昆
虫

食
の

こ
れ

か
ら

～
昆

虫
食

で
地

球
温

暖
化

が
緩

和
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

理
由

や
昆

虫
食

普
及

の
方

法
を

学
ぶ

セ
ミ

ナ
ー

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
読

み
聞

か
せ

と
ア

ー
ト

で
学

ぼ
う

！
は

じ
め

て
の

SD
Gs

読
み

聞
か

せ
と

ボ
ー

ド
作

り
を

通
じ

て
SD

Gs
を

や
さ

し
く

学
び

、
家

庭
で

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
木

っ
て

い
い

ね
！

　
京

都
の

木
を

使
っ

て
工

作
し

よ
う

！
地

球
温

暖
化

や
木

や
森

林
に

つ
い

て
の

話
を

聞
き

な
が

ら
カ

ン
ナ

く
ず

や
端

材
で

工
作

を
す

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
私

た
ち

の
く

ら
し

と
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
 （

使
い

捨
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
へ

ら
し

地
球

を
ま

も
ろ

う
！

）
ご

み
を

へ
ら

す
に

は
何

が
で

き
る

か
、

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

や
ク

イ
ズ

を
通

し
て

学
ぶ

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
問

題
～

環
境

に
や

さ
し

い
私

た
ち

の
暮

ら
し

を
考

え
る

～
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

環
境

へ
の

悪
影

響
を

知
り

、
SD

Gs
を

意
識

し
持

続
可

能
な

未
来

を
築

く
方

法
を

考
え

る
講

演
会

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
未

来
フ

ェ
ス

タ
～

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
私

た
ち

の
暮

ら
し

～
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

大
量

生
産

や
大

量
破

棄
の

現
状

や
、

生
物

へ
の

影
響

な
ど

を
学

ぶ
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
SD

Gs
×

JIC
A海

外
協

力
隊

　
～

世
界

の
環

境
問

題
か

ら
、

私
た

ち
の

SD
Gs

実
践

を
考

え
る

～
開

発
途

上
国

の
ご

み
問

題
や

環
境

問
題

、
環

境
教

育
を

知
り

、
日

頃
か

ら
実

践
出

来
る

事
を

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
エ

コ
ロ

ジ
ー

カ
フ

ェ
～

環
境

に
や

さ
し

い
お

や
つ

を
考

え
る

～
「

環
境

に
や

さ
し

い
」

を
意

識
し

て
ロ

ー
ル

パ
ン

を
作

り
、

環
境

に
配

慮
し

た
食

に
つ

い
て

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
昆

虫
食

×
SD

Gs
～

作
っ

て
食

べ
て

考
え

よ
う

～
調

理
を

行
い

、
昆

虫
食

か
ら

身
近

な
食

生
活

や
環

境
に

や
さ

し
い

暮
ら

し
に

つ
い

て
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

く
ら

し
の

省
エ

ネ
ま

つ
り

！
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
し

た
発

電
体

験
や

ゲ
ー

ム
か

ら
省

エ
ネ

の
工

夫
や

ご
み

を
減

ら
す

方
法

を
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

地
球

に
や

さ
し

い
食

と
環

境
の

世
界

フ
ー

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

や
フ

ー
ド

ロ
ス

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
映

画
「

最
後

の
楽

園
コ

ス
タ

リ
カ

～
オ

サ
半

島
の

守
り

人
」

上
映

会
か

つ
て

伐
採

や
採

掘
で

消
滅

す
る

危
機

に
あ

っ
た

オ
サ

半
島

の
保

護
に

活
躍

し
た

人
々

を
描

い
た

映
画

の
上

映
会

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
脱

炭
素

社
会

の
実

現
に

向
け

て
 ～

世
界

の
動

向
と

京
都

の
挑

戦
～

脱
炭

素
社

会
に

向
け

た
取

り
組

み
の

先
進

事
例

を
共

有
し

、
今

後
に

つ
い

て
議

論
す

る
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
映

画
「

不
都

合
な

真
実

2　
放

置
さ

れ
た

地
球

」
上

映
会

地
球

温
暖

化
へ

警
鐘

を
鳴

ら
し

た
前

作
か

ら
10

年
後

の
地

球
の

現
実

を
映

し
た

映
画

の
上

映
会

。
京

エ
コ

ロ
ジ

ー
セ

ン
タ

ー
京

都
府

絵
本

か
ら

広
が

る
SD

Gs
 ス

タ
ン

プ
で

エ
コ

バ
ッ

グ
作

り
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
と

エ
コ

バ
ッ

ク
作

り
か

ら
SD

Gs
を

学
ぶ

イ
ベ

ン
ト

。

43



付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
エ

コ
紙

芝
居

～
プ

ラ
ご

み
を

考
え

よ
う

～
紙

芝
居

や
ク

イ
ズ

等
を

通
し

て
プ

ラ
ご

み
を

減
ら

し
地

球
を

守
る

方
法

を
考

え
る

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
エ

コ
ロ

ジ
ー

カ
フ

ェ
 ～

”お
茶

”を
飲

み
く

ら
べ

て
み

よ
う

！
～

お
茶

の
飲

み
比

べ
を

し
、

食
と

環
境

問
題

に
つ

い
て

話
し

合
う

イ
ベ

ン
ト

。

京
エ

コ
ロ

ジ
ー

セ
ン

タ
ー

京
都

府
今

日
か

ら
は

じ
め

る
脱

炭
素

経
営

～
中

小
企

業
・

大
学

・
公

共
施

設
で

で
き

る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
～

脱
炭

素
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
脱

炭
素

経
営

を
テ

ー
マ

と
し

た
事

業
関

係
者

向
け

オ
ン

ラ
イ

ン
連

続
講

座
。

エ
ル

・
マ

ー
ル

ま
い

づ
る

京
都

府
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
限

り
あ

る
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
た

め
の

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
展

示
。

エ
ル

・
マ

ー
ル

ま
い

づ
る

京
都

府
舞

鶴
発

電
所

最
新

鋭
の

石
炭

火
力

発
電

所
の

し
く

み
と

環
境

を
守

る
技

術
を

紹
介

す
る

展
示

。
エ

ル
・

マ
ー

ル
ま

い
づ

る
京

都
府

サ
ス

テ
ィ

ナ
ブ

ル
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
環

境
と

共
生

し
な

が
ら

、
豊

か
な

暮
ら

し
を

支
え

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

映
像

。
大

阪
市

立
科

学
館

大
阪

府
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
と

循
環

型
社

会
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
や

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
消

費
量

や
再

生
方

法
を

紹
介

す
る

展
示

物
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

地
球

に
や

さ
し

い
環

境
技

術
～

ご
み

は
貴

重
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
～

ご
み

を
燃

や
し

た
熱

を
利

用
し

電
気

を
作

る
技

術
に

つ
い

て
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

や
映

像
の

展
示

。
大

阪
科

学
技

術
館

大
阪

府
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
水

を
世

界
中

に
。

み
ん

な
で

地
球

を
守

ろ
う

！
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
水

を
環

境
に

や
さ

し
く

、
安

心
し

て
使

い
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
技

術
に

つ
い

て
の

展
示

。
大

阪
科

学
技

術
館

大
阪

府
幸

せ
な

未
来

を
ひ

ら
く

、
SD

Gs
と

国
際

協
力

SD
Gs

と
は

何
な

の
か

を
学

び
問

題
解

決
の

た
め

の
方

法
を

考
え

る
展

示
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

身
近

に
活

躍
す

る
未

来
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
～

太
陽

光
発

電
～

太
陽

光
発

電
の

仕
組

み
、

パ
ワ

ー
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ナ

の
活

用
場

所
や

方
法

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

、
映

像
、

ジ
オ

ラ
マ

。
大

阪
科

学
技

術
館

大
阪

府
く

ら
し

に
役

立
つ

水
素

の
チ

カ
ラ

水
素

は
な

ぜ
環

境
に

良
い

の
か

、
水

素
は

ど
の

よ
う

に
作

る
か

、
未

来
の

水
素

社
会

を
描

い
た

パ
ネ

ル
と

ク
イ

ズ
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

水
素

を
使

っ
た

新
し

い
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

タ
ン

ク
に

い
れ

て
長

い
時

間
た

め
て

お
い

て
電

気
や

お
湯

を
作

れ
る

水
素

の
仕

組
み

を
学

べ
る

ゲ
ー

ム
な

ど
の

展
示

。
大

阪
科

学
技

術
館

大
阪

府
Na

tu
re

 C
on

ta
ct

?み
ん

な
で

地
球

の
未

来
を

考
え

よ
う

！
暮

ら
し

を
支

え
る

自
然

の
仕

組
み

や
貴

重
さ

を
感

じ
ら

れ
る

水
に

関
す

る
体

験
型

ゲ
ー

ム
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

特
別

展
「

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

っ
て

な
に

？
」

ク
イ

ズ
企

画
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

つ
い

て
の

知
識

を
深

め
れ

る
ク

イ
ズ

企
画

。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

っ
て

な
に

？
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
と

は
何

か
、

そ
の

実
現

方
法

な
ど

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

や
映

像
の

企
画

展
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

海
は

広
く

て
深

い
！

 ～
教

え
て

！
海

や
魚

の
い

ろ
い

ろ
！

～
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
や

地
球

温
暖

化
の

影
響

を
受

け
て

い
る

、
多

様
な

生
物

が
暮

ら
す

海
の

大
切

さ
を

示
す

企
画

展
。

大
阪

科
学

技
術

館
大

阪
府

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

問
題

の
今

と
こ

れ
か

ら
　

～
こ

れ
か

ら
私

SD
Gs

の
目

標
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
海

洋
ご

み
問

題
解

決
に

向
け

て
、

現
状

を
知

り
、

解
決

方
法

を
探

る
講

座
。

大
阪

ガ
ス

　
ガ

ス
科

学
館

大
阪

府
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
地

球
環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
地

球
環

境
問

題
を

通
し

て
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
リ

サ
イ

ク
ル

の
大

切
さ

を
学

べ
る

ク
イ

ズ
や

展
示

。
堺

市
立

ビ
ッ

グ
バ

ン
大

阪
府

こ
こ

か
ら

　
つ

な
げ

る
　

つ
な

が
る

SD
Gs

へ
の

取
り

組
み

を
ま

と
め

た
パ

ネ
ル

展
示

や
廃

材
を

使
用

し
た

工
作

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
。

大
阪

市
下

水
道

科
学

館
大

阪
府

学
習

展
示

【
メ

イ
ン

展
示

】
下

水
道

の
役

割
、

仕
組

み
を

知
り

、
未

来
の

水
と

暮
ら

し
を

考
え

る
た

め
の

体
験

型
展

示
。

白
浜

エ
ネ

ル
ギ

ー
ラ

ン
ド

和
歌

山
県

太
陽

の
街

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

省
エ

ネ
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

な
ど

を
ク

イ
ズ

を
用

い
て

解
説

す
る

映
像

と
ジ

オ
ラ

マ
。

白
浜

エ
ネ

ル
ギ

ー
ラ

ン
ド

和
歌

山
県

南
紀

白
浜

 S
DG

sを
学

ぶ
 リ

ア
ル

謎
解

き
旅

白
浜

に
伝

わ
る

カ
ッ

パ
伝

説
と

SD
Gs

の
14

番
の

目
標

を
融

合
し

た
リ

ア
ル

体
験

型
謎

解
き

ゲ
ー

 ム
。

日
高

港
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
パ

ー
ク

和
歌

山
県

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

立
体

図
鑑

&探
索

ゲ
ー

ム
太

陽
光

・
風

力
・

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
設

備
を

中
心

に
、

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

情
報

を
紹

介
す

る
展

示
や

ク
イ

ズ
。

日
高

港
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
パ

ー
ク

和
歌

山
県

暮
ら

し
を

支
え

る
様

々
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
役

割
、

現
在

活
躍

す
る

発
電

方
式

と
将

来
が

期
待

さ
れ

る
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
紹

介
す

る
展

示
。

神
戸

市
立

青
少

年
科

学
館

兵
庫

県
第

3回
ポ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
サ

イ
エ

ン
ス

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
SD

Gs
に

つ
い

て
様

々
な

企
業

の
取

り
組

み
を

パ
ネ

ル
、

ク
イ

ズ
な

ど
の

展
示

で
紹

介
す

る
イ

ベ
ン

ト
。

神
戸

市
立

青
少

年
科

学
館

兵
庫

県
ア

シ
ッ

ク
ス

・
ミ

ニ
チ

ュ
ア

シ
ュ

ー
ズ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
特

別
開

催
＠

バ
ン

ド
ー

神
戸

青
少

年
科

学
館

靴
づ

く
り

の
楽

し
さ

と
難

し
さ

、
モ

ノ
を

大
切

に
す

る
SD

Gs
活

動
を

紹
介

す
る

体
験

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。

神
戸

市
立

青
少

年
科

学
館

兵
庫

県
親

子
で

参
加

！
マ

イ
ン

ク
ラ

フ
ト

®で
は

じ
め

て
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
！

マ
イ

ク
ラ

×
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

で
SD

Gs
を

学
び

、
未

来
の

神
戸

に
つ

い
て

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

兵
庫

県
立

人
と

自
然

の
博

物
館

兵
庫

県
調

和
と

矛
盾

都
市

部
へ

の
人

口
集

中
と

自
然

の
変

化
、

現
代

が
抱

え
る

問
題

に
つ

い
て

解
説

す
る

映
像

な
ど

の
展

示
。

兵
庫

県
立

人
と

自
然

の
博

物
館

兵
庫

県
警

鐘
ワ

シ
ン

ト
ン

条
約

で
国

際
取

引
が

禁
止

さ
れ

て
い

て
絶

滅
の

危
機

が
あ

る
動

植
物

の
剥

製
や

加
工

品
の

展
示

。
兵

庫
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
兵

庫
県

暮
ら

し
環

境
に

優
し

い
暮

ら
し

の
た

め
、

一
週

間
の

生
活

物
資

を
展

示
し

ゴ
ミ

の
リ

サ
イ

ク
ル

の
方

法
を

紹
介

す
る

展
示

。
兵

庫
県

立
人

と
自

然
の

博
物

館
兵

庫
県

共
生

の
森

ラ
フ

レ
シ

ア
や

ウ
ツ

ボ
カ

ズ
ラ

、
オ

ラ
ン

ウ
ー

タ
ン

な
ど

ボ
ル

ネ
オ

島
の

熱
帯

雨
林

の
動

植
物

の
標

本
類

、
ジ

オ
ラ

マ
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

兵
庫

県
立

人
と

自
然

の
博

物
館

兵
庫

県
各

種
展

示
、

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

で
SD

Gs
の

各
目

標
へ

の
貢

献
を

目
指

す
取

り
組

み
。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
神

戸
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

神
戸

ご
み

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

）
暮

ら
し

の
中

か
ら

出
て

く
る

様
々

な
ご

み
が

、
ど

の
よ

う
に

し
て

処
分

さ
れ

て
い

く
か

を
学

べ
る

参
加

型
展

示
。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
神

戸
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

３
Ｒ

）
３

Ｒ
が

理
解

で
き

る
ク

イ
ズ

や
、

リ
サ

イ
ク

ル
マ

ー
ク

が
現

れ
る

パ
ズ

ル
な

ど
、

ご
み

の
知

識
を

試
せ

る
コ

ー
ナ

ー
。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
JA

L折
り

紙
ヒ

コ
ー

キ
教

室
＋

そ
ら

エ
コ

教
室

イ
ベ

ン
ト

「
Le

t’s
 S

DG
s」

の
一

環
で

、
飛

行
機

の
飛

ぶ
仕

組
み

や
二

酸
化

炭
素

削
減

の
取

り
組

み
を

学
ぶ

講
座

。
こ

う
べ

環
境

未
来

館
兵

庫
県

"未
来

の
泉

"を
整

備
し

よ
う

イ
ベ

ン
ト

「
Le

t’s
 S

DG
s」

の
一

環
で

、
ビ

オ
ト

ー
プ

の
整

備
を

実
践

的
に

学
び

体
験

す
る

講
座

。
こ

う
べ

環
境

未
来

館
兵

庫
県

風
水

害
24

イ
ベ

ン
ト

「
Le

t’s
 S

DG
s」

の
一

環
で

、
災

害
時

の
行

動
タ

イ
ミ

ン
グ

(防
災

ス
イ

ッ
チ

)に
つ

い
て

考
え

る
講

座
。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
資

源
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

見
学

会
＆

ご
み

ゲ
ー

ム
イ

ベ
ン

ト
「

Le
t’s

 S
DG

s」
の

一
環

で
、

SD
Gs

の
観

点
か

ら
ご

み
問

題
の

解
決

を
考

え
る

講
座

。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
"ず

っ
と

あ
っ

た
ら

い
い

な
ぁ

”図
鑑

を
つ

く
ろ

う
　

wi
th

"野
外

で
さ

ん
す

う
"

イ
ベ

ン
ト

「
Le

t’s
 S

DG
s」

の
一

環
で

、
持

続
可

能
で

あ
っ

て
ほ

し
い

も
の

を
見

つ
け

て
図

鑑
を

作
る

講
座

。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
イ

ベ
ン

ト
「

Le
t’s

 S
DG

s」
の

一
環

で
、

SD
Gs

、
持

続
可

能
な

社
会

実
現

の
た

め
の

姿
勢

を
学

ぶ
ゲ

ー
ム

。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
環

境
省

レ
ン

ジ
ャ

ー
＆

ア
ク

テ
ィ

ブ
レ

ン
ジ

ャ
ー

と
ビ

オ
ト

ー
プ

未
来

の
泉

生
き

物
観

察
会

イ
ベ

ン
ト

「
Le

t’s
 S

DG
s」

の
一

環
で

、
身

近
な

生
き

物
や

外
来

種
の

話
を

聞
き

ビ
オ

ト
ー

プ
を

観
察

す
る

講
座

。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
20

30
SD

Gs
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
イ

ベ
ン

ト
「

Le
t’s

 S
DG

s」
の

一
環

で
、

SD
Gs

が
な

ぜ
必

要
な

の
か

、
人

々
が

ど
う

す
べ

き
か

学
べ

る
ゲ

ー
ム

。
こ

う
べ

環
境

未
来

館
兵

庫
県

み
ん

な
の

SD
Gs

大
作

戦
「

SD
Gs

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

一
環

で
、

色
々

な
立

場
か

ら
SD

Gs
を

考
え

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
ゲ

ー
ム

。
こ

う
べ

環
境

未
来

館
兵

庫
県

す
ご

ろ
く

で
SD

Gs
を

学
ぼ

う
「

SD
Gs

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

一
環

で
、

SD
Gs

と
は

何
か

国
連

が
作

成
し

た
す

ご
ろ

く
で

学
べ

る
イ

ベ
ン

ト
。

こ
う

べ
環

境
未

来
館

兵
庫

県
TH

E 
SD

Gs
 A

ct
io

n 
ca

rd
ga

m
e 

X(
ク

ロ
ス

)
「

SD
Gs

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

一
環

で
、

参
加

者
の

資
源

と
ア

イ
デ

ィ
ア

で
問

題
解

決
を

目
指

す
イ

ベ
ン

ト
。

鳥
取

県
立

博
物

館
鳥

取
県

鳥
取

県
の

絶
滅

の
お

そ
れ

が
あ

る
植

物
鳥

取
県

の
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

動
植

物
の

う
ち

植
物

9種
を

紹
介

し
、

そ
の

保
全

と
人

間
と

の
関

わ
り

を
学

ぶ
展

示
。

鳥
取

県
立

博
物

館
鳥

取
県

鳥
取

県
の

漂
着

動
物

海
洋

汚
染

を
語

る
海

か
ら

漂
着

し
た

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

、
ダ

イ
オ

ウ
イ

カ
、

ア
オ

ウ
ミ

ガ
メ

な
ど

の
剥

製
な

ど
の

展
示

。
鳥

取
県

立
博

物
館

鳥
取

県
人

間
活

動
と

野
生

生
物

環
境

汚
染

、
外

来
種

に
よ

る
生

態
系

の
破

壊
な

ど
の

問
題

と
人

間
と

生
物

の
共

存
を

考
え

る
剥

製
な

ど
の

展
示

。
人

と
科

学
の

未
来

館
サ

イ
ピ

ア
岡

山
県

ー
ツ

ナ
グ

ー
み

ん
な

の
SD

Gs
展

岡
山

県
内

で
SD

Gs
に

取
り

組
む

企
業

や
団

体
、

個
人

の
活

動
を

紹
介

す
る

企
画

展
。

人
と

科
学

の
未

来
館

サ
イ

ピ
ア

岡
山

県
海

の
シ

ー
グ

ラ
ス

で
ア

ク
セ

サ
リ

ー
作

り
～

海
の

豊
か

さ
を

守
ろ

う
～

瀬
戸

内
海

な
ど

で
と

れ
た

シ
ー

グ
ラ

ス
で

ア
ク

セ
サ

リ
ー

を
作

る
「

-ツ
ナ

グ
-み

ん
な

の
SD

Gs
展

」
連

動
イ

ベ
ン

ト
。

人
と

科
学

の
未

来
館

サ
イ

ピ
ア

岡
山

県
か

っ
し

ぃ
～

の
お

魚
魚

(ウ
ォ

)ッ
チ

ン
グ

-京
山

の
淡

水
魚

-
京

山
の

淡
水

魚
が

は
い

っ
た

水
槽

展
示

を
前

に
淡

水
魚

に
つ

い
て

語
る

ギ
ャ

ラ
リ

ー
ト

ー
ク

。
人

形
峠

ア
ト

ム
サ

イ
エ

ン
ス

館
岡

山
県

原
子

力
発

電
の

仕
組

み
や

岡
山

県
が

行
う

環
境

監
視

活
動

を
イ

ラ
ス

ト
や

模
型

。
ク

イ
ズ

で
学

べ
る

展
示

。
山

口
県

立
山

口
博

物
館

山
口

県
未

来
都

市
模

型
環

境
に

や
さ

し
い

石
油

代
替

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

山
口

県
の

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
模

型
な

ど
の

展
示

。
高

松
市

こ
ど

も
未

来
館

香
川

県
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

考
え

て
み

よ
う

「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
風

」
を

テ
ー

マ
に

風
力

発
電

カ
ー

な
ど

を
展

示
し

体
験

で
き

る
企

画
展

。
あ

す
た

む
ら

ん
ど

徳
島

　
子

ど
も

科
学

館
徳

島
県

ソ
ー

ラ
ー

パ
ー

ク
ク

リ
ー

ン
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

実
用

化
が

進
む

太
陽

光
発

電
で

使
わ

れ
て

い
る

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
を

活
用

し
た

展
示

。
あ

す
た

む
ら

ん
ど

徳
島

　
子

ど
も

科
学

館
徳

島
県

SD
Gs

(持
続

可
能

な
開

発
目

標
)ク

イ
ズ

ボ
ー

ド
SD

Gs
の

17
の

目
標

の
説

明
と

ク
イ

ズ
の

巡
回

展
。

川
口

ダ
ム

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
徳

島
県

水
素

発
生

・
燃

料
電

池
実

験
装

置
水

か
ら

生
ま

れ
て

水
に

返
る

、
究

極
の

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
「

水
素

」
が

生
ま

れ
る

仕
組

み
を

見
ら

れ
る

装
置

。
川

口
ダ

ム
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

徳
島

県
実

験
器

具
（

水
力

・
風

力
・

太
陽

光
）

実
験

器
具

を
使

っ
て

、
水

力
・

風
力

・
太

陽
光

そ
れ

ぞ
れ

の
発

電
の

仕
組

み
を

体
験

で
き

る
装

置
。

川
口

ダ
ム

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
徳

島
県

各
種

説
明

パ
ネ

ル
水

力
・

風
力

・
太

陽
光

そ
れ

ぞ
れ

の
発

電
の

仕
組

み
の

解
説

パ
ネ

ル
。

川
口

ダ
ム

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
徳

島
県

SD
Gs

(持
続

可
能

な
開

発
目

標
)ク

イ
ズ

ボ
ー

ド
SD

Gs
の

17
の

目
標

の
説

明
と

ク
イ

ズ
の

巡
回

展
。

愛
媛

県
総

合
科

学
博

物
館

愛
媛

県
SD

Gs
ク

イ
ズ

ボ
ー

ド
SD

Gs
の

17
の

目
標

の
説

明
と

ク
イ

ズ
の

巡
回

展
。

体
験

型
子

ど
も

科
学

館
O-

La
bo

大
分

県
わ

く
わ

く
環

境
教

室
　

石
油

と
未

来
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
気

体
の

実
験

や
蒸

留
実

験
な

ど
を

通
し

て
石

油
や

未
来

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
地

球
温

暖
化

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

。

体
験

型
子

ど
も

科
学

館
O-

La
bo

大
分

県
電

気
を

つ
く

る
し

く
み

を
知

ろ
う

＆
く

ら
し

と
地

球
環

境
を

考
え

よ
う

発
電

の
原

理
や

電
気

が
送

ら
れ

て
来

る
ま

で
の

仕
組

み
を

学
び

、
環

境
問

題
を

考
え

る
講

座
。

北
九

州
市

科
学

館
　

ス
ペ

ー
ス

LA
BO

福
岡

県
キ

タ
キ

ュ
ー

チ
ャ

レ
ン

ジ
SD

Gs
自

分
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
た

め
の

「
SD

Gs
サ

ポ
ー

ト
カ

ー
ド

」
を

用
い

た
展

示
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

福
岡

市
科

学
館

福
岡

県
第

2回
み

ん
な

の
SD

Gs
展

～
こ

ど
も

FU
KU

OK
A未

来
博

～
ク

ロ
ス

ワ
ー

ド
な

ど
周

遊
型

謎
解

き
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
で

SD
Gs

を
学

ぶ
企

画
展

。
福

岡
市

科
学

館
福

岡
県

SD
Gs

家
族

会
議

 in
 F

UK
UO

KA
福

岡
の

未
来

設
計

図
を

考
え

な
が

ら
SD

Gs
に

つ
い

て
の

話
し

合
い

や
野

外
活

動
を

行
う

全
11

回
の

講
座

。

福
岡

市
科

学
館

福
岡

県
SD

Gs
×

福
岡

市
科

学
館

-み
ん

な
で

考
え

る
未

来
の

く
ら

し
の

つ
く

り
方

-
日

本
と

世
界

が
目

指
す

SD
Gs

の
繋

が
り

、
ま

ち
づ

く
り

や
科

学
に

つ
い

て
考

え
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

。

福
岡

市
科

学
館

福
岡

県
RK

B毎
日

放
送

株
式

会
社

SD
Gs

の
17

の
目

標
に

つ
い

て
の

番
組

の
映

像
を

流
す

モ
ニ

タ
ー

を
展

示
す

る
「

SD
Gs

ス
タ

ジ
オ

」
ブ

ー
ス

。
福

岡
市

科
学

館
福

岡
県

嘉
穂

無
線

ホ
ー

ル
デ

ィ
ン

グ
ス

株
式

会
社

来
館

者
に

ア
イ

デ
ィ

ア
を

投
函

し
て

も
ら

う
ポ

ス
ト

な
ど

を
設

置
し

SD
Gs

に
つ

い
て

学
べ

る
ブ

ー
ス

。
福

岡
市

科
学

館
福

岡
県

九
州

電
力

株
式

会
社

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
開

発
や

低
炭

素
な

ど
持

続
可

能
社

会
へ

向
け

た
取

り
組

み
、

SD
Gs

に
つ

い
て

学
べ

る
ブ

ー
ス

。
福

岡
市

科
学

館
福

岡
県

西
部

ガ
ス

株
式

会
社

天
然

ガ
ス

と
環

境
の

関
わ

り
を

学
び

、
SD

Gs
や

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
つ

い
て

ゲ
ー

ム
で

体
感

で
き

る
ブ

ー
ス

。
福

岡
市

科
学

館
福

岡
県

九
州

旅
客

鉄
道

株
式

会
社

九
州

を
走

る
省

エ
ネ

車
両

や
、

SD
Gs

、
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
取

り
組

み
を

学
べ

る
ブ

ー
ス

。
大

牟
田

市
石

炭
産

業
科

学
館

福
岡

県
石

炭
館

名
誉

館
長

連
続

講
座

20
30

年
ま

で
に

達
成

す
べ

き
脱

炭
素

社
会

を
目

指
す

取
り

組
み

や
炭

素
の

利
用

、
役

割
を

検
討

す
る

連
続

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

企
画

展
「

食
×

SD
Gs

」
～

第
1話

　
食

品
ロ

ス
を

考
え

る
～

食
と

い
う

視
点

か
ら

SD
Gs

を
考

え
、

食
品

ロ
ス

の
実

態
や

課
題

解
決

の
た

め
の

取
り

組
み

を
学

ぶ
企

画
展

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
「

食
×

SD
Gs

」
企

画
展

～
第

3話
　

環
境

に
や

さ
し

い
食

品
選

び
を

考
え

る
～

フ
ー

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

、
地

産
地

消
な

ど
食

と
SD

Gs
に

つ
い

て
ゲ

ー
ム

な
ど

で
学

べ
る

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
ド

ロ
ー

ン
体

験
と

SD
Gs

講
座

ド
ロ

ー
ン

と
SD

Gs
に

つ
い

て
、

実
際

に
ド

ロ
ー

ン
を

操
縦

し
な

が
ら

学
ぶ

イ
ベ

ン
ト

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
20

周
年

記
念

　
未

来
ホ

タ
ル

デ
ー

～
く

ら
し

の
中

に
SD

Gs
を

取
り

入
れ

よ
う

～
環

境
や

SD
Gs

、
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
に

つ
い

て
考

え
る

展
示

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ク

イ
ズ

な
ど

の
企

画
展

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

4回
科

学
技

術
と

SD
Gs

「
産

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

」
科

学
技

術
と

SD
Gs

に
関

す
る

連
続

講
座

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

3回
科

学
技

術
と

SD
Gs

「
SD

Gs
と

自
動

車
産

業
に

つ
い

て
」

科
学

技
術

と
SD

Gs
に

関
す

る
連

続
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

2回
科

学
技

術
と

SD
Gs

「
環

境
と

情
報

技
術

に
つ

い
て

」
科

学
技

術
と

SD
Gs

に
関

す
る

連
続

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

科
学

技
術

と
SD

Gs
科

学
技

術
と

SD
Gs

に
関

す
る

連
続

講
座

。
FA

IS
の

取
り

組
み

の
概

要
を

説
明

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

青
空

学
「

環
境

問
題

と
市

民
の

関
わ

り
に

つ
い

て
」

環
境

問
題

と
市

民
の

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
る

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

海
ご

み
に

つ
い

て
考

え
よ

う
海

ご
み

の
実

物
展

示
で

ご
み

に
囲

ま
れ

た
世

界
を

体
感

し
た

り
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

観
察

し
た

り
す

る
企

画
展

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

環
境

最
前

線
「

大
気

や
水

質
な

ど
の

環
境

保
全

に
つ

い
て

」
現

在
北

九
州

市
が

取
り

組
ん

で
い

る
、

大
気

や
水

質
の

環
境

の
保

全
に

つ
い

て
語

る
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
未

来
ホ

タ
ル

デ
ー

20
21

～
わ

た
し

の
SD

Gs
を

見
つ

け
る

日
～

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
で

SD
Gs

を
学

べ
る

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
青

空
学

「
北

九
州

市
の

環
境

政
策

と
SD

Gs
」

北
九

州
市

の
環

境
政

策
と

SD
Gs

の
関

連
に

つ
い

て
、

現
場

目
線

で
の

話
を

語
る

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

北
九

州
市

環
境

最
前

線
「

廃
棄

物
処

理
と

食
品

ロ
ス

対
策

」
北

九
州

市
の

担
当

職
員

に
よ

る
「

廃
棄

物
処

理
と

食
品

ロ
ス

対
策

」
に

つ
い

て
の

講
話

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
高

校
生

が
考

え
た

SD
Gs

展
　

ー
SD

Gs
×

福
岡

県
立

中
間

高
等

学
校

ー
SD

Gs
を

学
び

幸
せ

な
未

来
を

作
る

方
法

を
考

え
る

活
動

を
す

る
高

校
で

考
察

し
た

内
容

を
纏

め
た

ポ
ス

タ
ー

の
展

示
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
SD

Gs
サ

ロ
ン

「
SD

Gs
と

CS
R」

SD
Gs

を
根

本
か

ら
考

え
直

し
、

CS
Rか

ら
問

題
の

本
質

に
迫

り
SD

Gs
を

語
る

講
演

会
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
青

空
学

②
 「

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

気
候

変
動

」
地

球
温

暖
化

が
進

む
中

で
ど

の
よ

う
な

方
針

で
環

境
政

策
を

行
う

の
か

な
ど

の
話

を
聞

け
る

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

北
九

州
市

環
境

最
前

線
「

北
九

州
市

の
SD

Gs
と

環
境

」
北

九
州

市
の

SD
Gs

の
目

標
達

成
の

た
め

の
取

り
組

み
を

学
ぶ

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

青
空

学
「

環
境

技
術

の
途

上
国

へ
の

展
開

に
つ

い
て

」
北

九
州

市
が

途
上

国
で

展
開

す
る

環
境

技
術

に
つ

い
て

考
え

る
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
SD

Gs
サ

ロ
ン

「
SD

Gs
と

金
融

に
つ

い
て

」
SD

Gs
を

金
融

の
視

点
か

ら
解

説
す

る
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
花

王
「

夏
休

み
環

境
展

示
」

花
王

国
際

こ
ど

も
環

境
絵

画
コ

ン
テ

ス
ト

入
賞

作
品

の
展

示
、

環
境

活
動

に
つ

い
て

学
ぶ

ク
イ

ズ
な

ど
の

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
日

鉄
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
（

株
）

が
取

り
組

む
SD

Gs
展

様
々

な
技

術
を

駆
使

し
て

、
持

続
可

能
な

社
会

の
創

造
を

目
指

す
会

社
の

技
術

と
SD

Gs
を

紹
介

す
る

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
企

画
展

「
北

九
州

・
産

業
都

市
の

軌
跡

」
産

業
都

市
か

ら
環

境
未

来
都

市
へ

の
転

換
に

至
る

軌
跡

を
辿

り
、

SD
Gs

未
来

都
市

の
創

出
を

紹
介

す
る

企
画

展
。
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付
録

１
　

社
会

的
テ

ー
マ

に
関

す
る

展
示

・
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

事
例

施
設

名
都

道
府

県
展

示
名

概
要

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
ド

コ
エ

コ
ツ

ア
ー

「
食

を
学

ぶ
」

低
炭

素
の

分
野

を
「

食
」

と
い

う
切

り
口

か
ら

考
え

、
地

産
地

消
や

北
九

州
の

農
業

に
つ

い
て

体
験

し
学

ぶ
ツ

ア
ー

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

第
1回

SD
Gs

サ
ロ

ン
「

世
界

・
北

九
州

の
SD

Gs
最

新
情

報
」

SD
Gs

を
理

解
す

る
た

め
の

多
面

的
な

考
え

方
と

は
何

か
に

つ
い

て
解

説
す

る
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

2回
SD

Gs
サ

ロ
ン

「
わ

か
り

や
す

い
SD

Gs
」

大
阪

万
博

と
SD

Gs
、

SD
Gs

と
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
な

ど
SD

Gs
を

理
解

す
る

上
で

大
切

な
こ

と
を

説
明

す
る

講
座

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

SD
Gs

サ
ロ

ン
「

世
界

・
北

九
州

の
SD

Gs
最

新
情

報
」

SD
Gs

と
は

何
か

、
北

九
州

は
世

界
は

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
の

か
な

ど
解

説
す

る
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
食

品
ロ

ス
を

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

で
学

ぼ
う

+野
菜

色
の

キ
ャ

ン
ド

ル
を

作
ろ

う
食

品
ロ

ス
を

学
ぶ

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

と
、

廃
棄

野
菜

か
ら

作
ら

れ
た

ク
レ

ヨ
ン

を
使

っ
た

キ
ャ

ン
ド

ル
色

付
け

体
験

。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
企

業
と

SD
Gs

展
地

球
に

優
し

い
セ

メ
ン

ト
、

石
け

ん
の

製
造

販
売

を
行

う
各

企
業

の
SD

Gs
へ

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
SD

Gs
サ

ロ
ン

SD
Gs

と
は

何
か

、
映

画
と

講
義

か
ら

学
び

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
青

空
学

「
戸

畑
婦

人
会

の
活

動
」

北
九

州
市

が
公

害
を

克
服

し
て

SD
Gs

モ
デ

ル
都

市
と

な
る

ま
で

の
経

過
や

、
先

人
た

ち
の

努
力

を
学

ぶ
講

座
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

で
拓

く
持

続
可

能
な

紙
の

未
来

小
型

リ
サ

イ
ク

ル
器

を
使

っ
て

古
紙

か
ら

新
し

い
紙

を
作

り
、

紙
か

ら
環

境
に

つ
い

て
考

え
る

企
画

展
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
 d

e 
SD

Gs
キ

ャ
ン

プ
「

20
30

SD
Gs

」
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
体

験
会

SD
Gs

推
進

モ
デ

ル
都

市
、

SD
Gs

未
来

都
市

に
選

定
さ

れ
た

北
九

州
市

で
SD

Gs
を

体
感

す
る

ゲ
ー

ム
の

体
験

会
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
親

子
で

学
ぼ

う
SD

Gs
コ

ー
ヒ

ー
の

出
し

殻
を

使
っ

た
コ

ー
ヒ

ー
染

を
通

し
て

SD
Gs

を
学

ぶ
イ

ベ
ン

ト
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

3ゾ
ー

ン
　

地
球

環
境

と
わ

た
し

た
ち

公
害

問
題

克
服

後
起

こ
っ

た
、

食
品

ロ
ス

や
温

暖
化

な
ど

地
球

全
体

の
環

境
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

展
示

。
北

九
州

市
環

境
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
福

岡
県

第
4ゾ

ー
ン

　
環

境
技

術
と

エ
コ

ラ
イ

フ
リ

サ
イ

ク
ル

な
ど

、
物

を
捨

て
な

い
「

循
環

型
都

市
」

へ
向

け
た

取
り

組
み

を
学

ぶ
展

示
。

北
九

州
市

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

福
岡

県
第

5ゾ
ー

ン
　

SD
Gs

未
来

都
市

　
北

九
州

市
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
北

九
州

市
や

企
業

・
団

体
・

学
校

な
ど

の
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

展
示

。
宮

崎
県

総
合

博
物

館
宮

崎
県

キ
ャ

ン
ド

ル
ナ

イ
ト

で
SD

Gs
　

～
海

の
生

き
物

に
未

来
を

～
廃

油
で

作
っ

た
キ

ャ
ン

ド
ル

に
火

を
灯

し
、

生
活

排
水

の
削

減
や

SD
Gs

、
青

島
の

生
き

物
へ

の
理

解
を

深
め

る
講

座
。

宮
崎

県
総

合
博

物
館

宮
崎

県
親

子
で

学
ぶ

海
辺

 ～
生

き
物

と
環

境
に

つ
い

て
～

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

の
産

卵
地

や
観

光
地

と
し

て
有

名
な

青
島

海
岸

の
清

掃
活

動
を

し
て

海
辺

の
大

切
さ

を
学

ぶ
講

座
。

宮
崎

大
学

農
学

部
附

属
農

業
博

物
館

宮
崎

県
の

う
が

く
図

鑑
と

SD
Gs

展
大

学
の

農
学

部
の

先
生

の
研

究
の

SD
Gs

の
多

様
な

項
目

と
の

連
携

を
紹

介
す

る
企

画
展

。

阿
蘇

火
山

博
物

館
熊

本
県

「
火

山
と

共
存

す
る

阿
蘇

も
ん

と
SD

Gs
」

は
ど

の
よ

う
に

し
て

生
ま

れ
た

の
か

？
20

16
年

に
起

き
た

熊
本

地
震

の
復

興
か

ら
SD

Gs
の

取
り

組
み

を
語

る
高

校
生

向
け

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
地

下
水

を
水

源
と

す
る

水
道

、
循

環
型

社
会

の
形

成
に

貢
献

し
て

い
る

下
水

道
に

つ
い

て
紹

介
す

る
展

示
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

2回
 水

環
境

総
合

講
座

『
SD

Gs
目

標
6に

向
け

て
私

た
ち

が
で

き
る

こ
と

』
SD

Gs
目

標
6「

安
全

な
水

と
ト

イ
レ

を
世

界
中

に
」

に
向

け
個

人
が

で
き

る
こ

と
と

市
の

取
り

組
み

を
考

え
る

講
座

。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
水

に
関

す
る

パ
ネ

ル
展

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
水

サ
ミ

ッ
ト

に
関

連
し

水
不

足
や

水
質

汚
染

、
洪

水
の

増
大

な
ど

に
対

す
る

認
識

を
深

め
る

企
画

展
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

3回
水

環
境

総
合

講
座

SD
Gs

の
目

標
6や

安
全

な
飲

料
水

の
確

保
、

地
下

水
の

仕
組

み
や

水
質

保
全

、
節

水
に

つ
い

て
紹

介
す

る
講

座
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

2回
楽

し
く

エ
コ

ラ
イ

フ
講

座
地

球
温

暖
化

や
ゴ

ミ
問

題
の

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

を
紹

介
し

、
廃

品
で

工
作

を
す

る
講

座
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

1回
楽

し
く

エ
コ

ラ
イ

フ
講

座
発

電
方

法
を

学
び

、
電

気
が

届
く

道
の

り
や

時
間

ご
と

の
電

気
の

使
わ

れ
方

、
地

球
温

暖
化

な
ど

を
解

説
す

る
講

座
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

1回
水

カ
フ

ェ
セ

ミ
ナ

ー
SD

Gs
の

目
標

6と
17

を
説

明
し

、
節

水
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

の
減

少
方

法
を

紹
介

す
る

講
座

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

第
3回

楽
し

く
エ

コ
ラ

イ
フ

講
座

ご
み

問
題

や
地

球
温

暖
化

な
ど

の
問

題
を

解
説

し
、

廃
品

の
水

引
を

使
っ

た
工

作
な

ど
を

行
う

講
座

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

第
1回

楽
し

く
エ

コ
ラ

イ
フ

講
座

実
験

を
交

え
な

が
ら

地
球

温
暖

化
、

CO
2増

加
の

原
因

に
つ

い
て

解
説

す
る

講
座

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

第
1回

水
カ

フ
ェ

セ
ミ

ナ
ー

水
や

水
環

境
に

関
す

る
知

識
を

深
め

る
と

と
も

に
、

水
の

再
生

の
重

要
性

を
語

る
セ

ミ
ナ

ー
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
下

水
道

に
つ

い
て

考
え

る
イ

ベ
ン

ト
下

水
道

の
役

割
や

仕
組

み
が

わ
か

る
パ

ネ
ル

や
災

害
時

に
活

躍
す

る
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
の

展
示

を
す

る
企

画
展

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

下
水

道
に

つ
い

て
考

え
る

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

下
水

道
の

役
割

や
有

効
活

用
例

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

、
下

水
道

に
関

す
る

ア
ニ

メ
の

上
映

、
模

型
な

ど
の

展
示

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

水
道

に
つ

い
て

考
え

る
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
及

び
メ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

地
下

水
の

仕
組

み
や

地
下

水
保

全
の

取
り

組
み

な
ど

に
関

す
る

パ
ネ

ル
展

示
、

水
に

関
す

る
ク

イ
ズ

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
。

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
第

2回
水

環
境

総
合

講
座

県
内

を
流

れ
る

4河
川

の
概

要
や

特
徴

、
河

川
の

地
形

的
・

水
環

境
の

多
様

性
の

保
全

に
つ

い
て

の
解

説
を

す
る

講
座

。
熊

本
市

水
の

科
学

館
熊

本
県

第
3回

水
環

境
総

合
講

座
豊

か
な

水
循

環
の

保
全

・
海

域
の

再
生

を
テ

ー
マ

に
解

説
す

る
講

演
会

。
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１
　
社
会
的
テ
ー
マ
に
関
す
る
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
例

施
設
名

都
道
府
県

展
示
名

概
要

玄
海
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ

佐
賀
県

あ
す
ぴ
あ
タ
ウ
ン
を
救
え
！

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
映
像
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

玄
海
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ

佐
賀
県

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
旅

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
学
び
基
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
未
来
を
考
え
る
映
像
。

玄
海
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ

佐
賀
県

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
ボ
ー
ル
コ
ー
ス
タ
ー

動
物
や
植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
資
源
に
よ
る
発
電
に
つ
い
て
学
べ
る
展
示
。

玄
海
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ

佐
賀
県

ア
ー
ス
ス
タ
ジ
オ

地
球
温
暖
化
や
地
球
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
デ
ジ
タ
ル
地
球
儀
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
映
像
な
ど
の
展
示
。

佐
世
保
市
少
年
科
学
館
星
き
ら
り

長
崎
県

地
球
温
暖
化
の
理
論
と
そ
の
防
止
策

実
験
と
基
礎
的
な
英
語
を
交
え
て
、
地
球
温
暖
化
の
理
論
と
そ
の
防
止
策
を
学
習
す
る
連
続
講
座
。

電
気
科
学
館

沖
縄
県

発
電
所
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
や
石
炭
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
等
に
つ
い
て
学
ぶ
展
示
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

マ
リ
ン
デ
ブ
リ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
学
べ
る
パ
ネ
ル
や
映
像
の
展
示
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

サ
ン
ゴ
礁
と
海
洋
環
境

SD
Gs

の
13
と
14
の
目
標
に
関
し
、
環
境
変
動
が
サ
ン
ゴ
礁
に
与
え
る
影
響
を
実
験
を
通
し
て
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

海
洋
ご
み
問
題

SD
Gs

の
14
の
目
標
に
関
し
、
海
洋
ご
み
が
広
が
る
理
由
や
海
洋
環
境
の
今
後
を
実
験
を
交
え
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

海
の
生
物
多
様
性

SD
Gs

の
11
と
13
と
14
の
目
標
に
関
し
、
生
物
多
様
性
の
重
要
性
と
人
々
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

海
洋
ご
み
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
考
え
、
解
説
を
聴
く
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

海
に
漂
う
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

海
水
や
砂
の
中
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見
つ
け
観
察
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
セ
ミ
ナ
ー
。

GO
DA

C（
国
際
海
洋
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

沖
縄
県

動
画
で
学
ぼ
う
！
「
海
の
生
物
多
様
性
」

SD
Gs

の
14
の
目
標
に
関
し
、
海
の
生
物
多
様
性
を
守
る
方
法
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
動
画
。
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２
　

 2
02

2年
度

(2
02

2年
4月

～
20

23
年

3月
)に

全
国

の
主

要
な

科
学

館
で

実
施

さ
れ

た
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
事

例
科

学
館

名
称

(主
催

)
所

在
地

コ
ン

テ
ン

ツ
名

(チ
ャ

ン
ネ

ル
/シ

リ
ー

ズ
名

)
イ

ベ
ン

ト
名

分
類

札
幌

市
青

少
年

科
学

館
北

海
道

火
星

最
接

近
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

中
継

天
体

観
測

会
盛

岡
市

子
ど

も
科

学
館

岩
手

県
サ

イ
エ

ン
ス

シ
ネ

マ
科

学
館

の
ま

わ
り

の
生

き
物

自
然

観
察

会
仙

台
市

天
文

台
宮

城
県

20
22

年
11

月
8日

(火
)「

皆
既

月
食

」
タ

イ
ム

ラ
プ

ス
天

体
観

測
会

郡
山

市
ふ

れ
あ

い
科

学
館

ス
ペ

ー
ス

パ
ー

ク
福

島
県

宇
宙

劇
場

ト
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
「

宇
宙

へ
の

夢
を

語
ろ

う
！

」
対

談
・

座
談

会
上

越
科

学
館

新
潟

県
恐

竜
展

20
22

展
示

物
の

紹
介

日
立

シ
ビ

ッ
ク

セ
ン

タ
ー

科
学

館
茨

城
県

天
球

劇
場

の
VL

OG
～

特
別

編
！

中
秋

の
名

月
ラ

イ
ブ

配
信

20
22

天
体

観
測

会

栃
木

県
子

ど
も

総
合

科
学

館
栃

木
県

【
ラ

イ
ブ

配
信

】
皆

既
月

食
と

天
王

星
食

を
見

よ
う

 in
 栃

木
県

子
ど

も
総

合
科

学
館

天
体

観
測

会

さ
い

た
ま

市
青

少
年

宇
宙

科
学

館
埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
青

少
年

宇
宙

科
学

館
 若

田
宇

宙
飛

行
士

ミ
ッ

シ
ョ

ン
応

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
若

田
宇

宙
飛

行
士

と
の

交
信

イ
ベ

ン
ト

を
ラ

イ
ブ

配
信

！
！

対
談

・
座

談
会

対
話

知
能

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
×

日
本

科
学

未
来

館
人

と
AI

は
 ”切

磋
琢

磨
” し

、
何

を
生

み
出

す
か

？
　

対
話

知
能

学
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
×

日
本

科
学

未
来

館
 vo

l.1
3

講
座

【
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

】
科

学
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
タ

ー
と

楽
し

む
 ＠

日
本

科
学

未
来

館
講

座

お
う

ち
で

体
験

！
か

は
く

VR
W

HO
 A

RE
 W

E　
観

察
と

発
見

の
生

物
学

展
示

物
の

紹
介

か
は

く
チ

ャ
ン

ネ
ル

【
第

１
弾

】
企

画
展

「
ワ

イ
ル

ド
・

フ
ァ

イ
ヤ

ー
：

火
の

自
然

史
」

を
徹

底
解

説
！

～
チ

ャ
コ

ー
ル

編
～

展
示

物
の

紹
介

と
ら

の
も

ん
宇

宙
塾

天
文

学
で

探
る

鉄
の

起
源

～
宇

宙
最

初
の

星
は

鉄
の

大
量

生
産

工
場

だ
っ

た
の

か
？

～
天

体
観

測
会

サ
イ

エ
ン

ス
カ

フ
ェ

気
象

サ
イ

エ
ン

ス
カ

フ
ェ

「
嵐

を
呼

ぶ
爆

弾
低

気
圧

の
な

ぞ
に

迫
る

！
」

実
験

多
摩

六
都

科
学

館
東

京
都

お
う

ち
で

ロ
ク

ト
を

楽
し

も
う

！
多

摩
六

都
科

学
館

展
示

物
ス

ポ
ッ

ト
解

説
　

～
変

成
岩

～
展

示
物

の
紹

介

船
の

科
学

館
東

京
都

奇
跡

の
ふ

ね
「

宗
谷

」
と

カ
ラ

フ
ト

犬
も

の
が

た
り

講
座

リ
ア

ル
タ

イ
ム

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
(Z

OO
M

配
信

)
地

球
を

豊
か

に
す

る
生

き
物

を
つ

く
っ

て
み

よ
う

【
Ak

er
uE

オ
ン

ラ
イ

ン
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

】
工

作
教

室

サ
イ

エ
ン

ス
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

(Y
ou

Tu
be

)
あ

ん
な

も
の

ま
で

浮
か

せ
ち

ゃ
う

？
浮

遊
実

験
【

Ak
er

uE
W

or
ks

ho
p】

実
験

日
本

科
学

未
来

館
東

京
都

国
立

科
学

博
物

館
東

京
都

港
区

立
み

な
と

科
学

館
東

京
都

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

 ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
 A

ke
ru

E
東

京
都
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 2
02

2年
度

(2
02

2年
4月

～
20

23
年

3月
)に

全
国

の
主

要
な

科
学

館
で

実
施

さ
れ

た
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
事

例
科

学
館

名
称

(主
催

)
所

在
地

コ
ン

テ
ン

ツ
名

(チ
ャ

ン
ネ

ル
/シ

リ
ー

ズ
名

)
イ

ベ
ン

ト
名

分
類

は
ま

ぎ
ん

こ
ど

も
宇

宙
科

学
館

神
奈

川
県

特
別

講
演

「
火

星
に

住
む

っ
て

ど
ん

な
感

じ
？

」
講

座
神

奈
川

工
科

大
学

厚
木

市
子

ど
も

科
学

館
神

奈
川

県
オ

ン
ラ

イ
ン

天
体

観
望

会
ふ

た
ご

座
流

星
群

20
22

天
体

観
測

会

科
学

実
験

工
房

か
く

さ
れ

た
色

を
探

せ
!ペ

ー
パ

ー
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

実
験

エ
ン

タ
テ

イ
メ

ン
ト

!サ
イ

エ
ン

ス
伊

藤
尚

未
pr

es
en

ts
☆

夏
の

特
別

展
オ

ン
ラ

イ
ン

見
学

ツ
ア

ー
展

示
物

の
紹

介

山
梨

県
立

科
学

館
山

梨
県

お
う

ち
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
　

お
う

ち
で

た
の

し
く

ま
な

べ
る

【
検

証
】

科
学

館
職

員
が

弊
館

の
ガ

チ
ャ

を
回

し
て

み
た

。
～

安
藤

編
～

展
示

物
の

紹
介

佐
久

市
子

ど
も

未
来

館
長

野
県

地
味

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
 in

 sa
ku

m
o 

20
22

参
加

型
イ

ベ
ン

ト
静

岡
科

学
館

る
・

く
・

る
静

岡
県

ク
マ

ム
シ

の
乾

眠
実

験
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

パ
ー

ク
焼

津
天

文
科

学
館

静
岡

県
デ

ィ
ス

カ
バ

リ
ー

パ
ー

ク
焼

津
チ

ャ
ン

ネ
ル

【
皆

既
月

食
＆

天
王

星
食

】
20

22
年

11
月

8日
 ラ

イ
ブ

配
信

天
体

観
測

会
岐

阜
県

先
端

科
学

技
術

体
験

セ
ン

タ
ー

　
サ

イ
エ

ン
ス

ワ
ー

ル
ド

岐
阜

県
サ

イ
エ

ン
ス

ワ
ー

ル
ド

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
【

科
学

工
作

】
い

つ
ま

で
回

る
?!

永
久

ゴ
マ

工
作

教
室

オ
ン

ラ
イ

ン
市

民
観

望
会

「
皆

既
月

食
」

天
体

観
測

会
第

30
回

 公
開

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
「

最
新

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

宇
宙

」
講

座

大
学

共
同

利
用

機
関

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

20
22

『
科

学
の

時
代

。
見

え
て

き
た

未
来

』
講

座
、

座
談

会

大
人

の
理

科
授

業
“E

ur
ek

a!
”オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

も
う

す
ぐ

化
石

の
日

！
オ

ン
ラ

イ
ン

講
演

会
「

最
新

ア
ン

モ
ナ

イ
ト

学
」

講
座

中
谷

宇
吉

郎
雪

の
科

学
館

石
川

県
お

う
ち

で
一

緒
に

作
ろ

う
！

き
み

だ
け

の
ク

リ
ス

マ
ス

ツ
リ

ー
①

工
作

教
室

原
子

力
の

科
学

館
あ

っ
と

ほ
う

む
福

井
県

し
っ

得
な

っ
得

よ
く

わ
か

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ミ

ナ
ー

 福
井

県
・

福
井

原
子

力
セ

ン
タ

ー
講

座

京
都

市
青

少
年

科
学

セ
ン

タ
ー

京
都

府
【

京
都

市
公

式
】

ダ
ブ

ル
食

！
皆

既
月

食
と

天
王

星
食

天
体

観
測

会

つ
く

る
ま

な
ぶ

京
都

町
家

科
学

館
京

都
府

【
オ

ン
ラ

イ
ン

工
場

見
学

】
工

具
が

生
ま

れ
る

工
場

た
ん

け
ん

！
＠

KT
Cも

の
づ

く
り

技
術

館
工

場
見

学
、

工
作

教
室

東
芝

未
来

科
学

館
神

奈
川

県

名
古

屋
市

科
学

館
愛

知
県

蒲
郡

市
生

命
の

海
科

学
館

愛
知

県
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度

(2
02

2年
4月

～
20

23
年

3月
)に

全
国

の
主

要
な

科
学

館
で

実
施

さ
れ

た
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン
ト

の
事

例
科

学
館

名
称

(主
催

)
所

在
地

コ
ン

テ
ン

ツ
名

(チ
ャ

ン
ネ

ル
/シ

リ
ー

ズ
名

)
イ

ベ
ン

ト
名

分
類

お
う

ち
で

科
学

と
も

の
づ

く
り

！
オ

ン
ラ

イ
ン

教
室

ふ
わ

ふ
わ

！
く

る
く

る
！

静
電

気
！

工
作

教
室

オ
ン

ラ
イ

ン
天

体
観

望
会

月
の

模
様

「
月

面
X」

を
見

よ
う

天
体

観
測

会
わ

く
わ

く
化

学
実

験
色

が
変

わ
る

ハ
ー

ブ
テ

ィ
ー

実
験

伊
丹

市
立

こ
ど

も
文

化
科

学
館

兵
庫

県
ふ

た
ご

群
20

22
（

科
学

館
DI

GE
ST

）
天

体
観

測
会

明
石

市
天

文
科

学
館

兵
庫

県
オ

ン
ラ

イ
ン

こ
ど

も
天

文
ク

ラ
ブ

～
秋

冬
～

講
座

に
し

わ
き

経
緯

度
地

球
科

学
館

兵
庫

県
皆

既
月

食
と

天
王

星
食

天
体

観
測

会

地
球

温
暖

化
問

題
オ

ン
ラ

イ
ン

エ
コ

教
室

！
講

座

石
学

＠
石

を
楽

し
む

年
間

講
座

岡
山

県
の

県
の

石
”万

成
石

”を
も

っ
と

知
り

た
い

！
講

座

防
府

市
青

少
年

科
学

館
ソ

ラ
ー

ル
山

口
県

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

の
ひ

み
つ

実
験

あ
す

た
む

ら
ん

ど
徳

島
徳

島
県

特
別

企
画

「
遊

ん
で

学
ぶ

お
も

ち
ゃ

展
」

の
会

場
に

行
っ

て
み

た
展

示
物

の
紹

介
阿

南
市

科
学

セ
ン

タ
ー

徳
島

県
皆

既
月

食
LI

VE
中

継
 (2

02
2.

11
.0

8)
天

体
観

測
会

愛
媛

県
立

総
合

科
学

博
物

館
愛

媛
県

方
解

石
を

割
っ

て
み

る
実

験

高
知

み
ら

い
科

学
館

高
知

県
オ

ン
ラ

イ
ン

星
空

観
望

会
「

皆
既

月
食

」
天

体
観

測
会

体
験

型
子

ど
も

科
学

館
O-

La
bo

大
分

県
W

eb
ラ

ボ
浮

く
？

し
ず

む
？

ミ
カ

ン
の

ひ
・

み
・

つ
実

験

福
岡

市
科

学
館

福
岡

県
星

宙
の

未
来

花
(ホ

シ
ゾ

ラ
の

ミ
ラ

イ
カ

)　
m

us
ic 

by
ス

キ
マ

ス
イ

ッ
チ

展
示

物
の

紹
介

熊
本

市
水

の
科

学
館

熊
本

県
行

っ
て

み
よ

う
！

熊
本

水
遺

産
め

ぐ
り

～
小

清
水

の
池

～
自

然
観

察
会

佐
賀

県
立

宇
宙

科
学

館
ゆ

め
ぎ

ん
が

佐
賀

県
【

西
九

州
新

幹
線

な
の

に
恐

竜
？

】
20

22
秋

冬
の

企
画

展
「

Ge
oT

ra
ve

l」
展

示
物

の
紹

介

鹿
児

島
市

立
科

学
館

鹿
児

島
県

本
当

に
こ

ん
な

星
座

っ
て

あ
る

の
？

ビ
ッ

グ
ア

イ
ク

イ
ズ

☆
（

20
23

年
1月

版
）

ク
イ

ズ

人
と

科
学

の
未

来
館

サ
イ

ピ
ア

岡
山

県

大
阪

市
立

科
学

館
大

阪
府
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